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半
世
紀
目
の
再
挑
戦

富
田　

健
次

世
界
は
類
を
見
な
い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
災
禍
に
呻
吟
し
て
い
る
。か
か
る
な
か
冒
頭
で
お
断
り
し
赦
し
を
請
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、

未
熟
な
こ
の
小
論
が
丁
度
半
世
紀
前
（
一
九
七
〇
年
度
）
に
提
出
し
た
卒
論
が
基
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
指
導
教
授
の
三
田
村
泰

助
先
生
か
ら
、
手
を
入
れ
発
表
を
と
の
あ
り
が
た
い
言
葉
を
（
評
価
点
は
さ
ほ
ど
で
な
か
っ
た
！
）
頂
戴
し
た
も
の
の
、
イ
ラ
ン
か
ら
の
留

学
生
と
の
知
己
を
得
て
、
修
論
は
別
の
テ
ー
マ
で
お
茶
を
濁
し
イ
ラ
ン
（
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
遊
学
）
に
飛
び
出
し
た
。
爾
来
、
イ
ラ
ン
に
係
わ

り
つ
づ
け
民
間
企
業
、
中
東
関
連
の
研
究
所
、
短
大
、
大
学
へ
と
転
職
を
重
ね
、
二
年
前
に
漸
く
定
年
退
職
を
迎
え
た
こ
と
で
、
卒
論

を
物
置
か
ら
取
り
出
し
た
次
第
で
あ
る
。

変
色
し
た
卒
論
コ
ピ
ー
を
見
る
と
当
時
の
こ
と
を
断
片
的
に
思
い
出
す
。
立
命
館
大
学
文
学
部
東
洋
史
の
先
生
方
と
学
生
と
の
交
流

団
欒
の
場
を
か
ね
た
中
国
文
学
合
同
の
共
同
研
究
室
は
広
小
路
の
清
心
館
に
あ
り
、
西
隣
は
窓
か
ら
寺
町
通
り
を
挟
み
梨
木
神
社
、
さ

ら
に
向
こ
う
に
は
京
都
御
所
御
苑
の
梢
が
拡
が
り
、
北
隣
に
は
、
紫
式
部
由
縁
の
廬
山
寺
で
節
分
会
に
演
じ
る
鬼
踊
り
を
眼
下
に
窓
か

ら
垣
間
見
る
位
置
に
あ
っ
た
。
日
頃
こ
こ
に
三
田
村
先
生
は
よ
く
お
茶
に
た
ち
寄
ら
れ
、
学
生
相
手
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
論
じ
ら
れ

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
当
時
助
手
だ
っ
た
稲
葉
一
郎
先
生
の
ほ
か
、
大
澤
陽
典
先
生
、
平
中
苓
次
先
生
が
出
入
り
さ
れ
、
ま
た
平
時
は
遅

く
ま
で
個
室
に
籠
も
ら
れ
て
い
た
中
文
の
白
川
静
先
生
も
（
白
熱
し
た
学
生
運
動
集
会
な
ど
の
騒
音
を
逃
れ
て
か
！
？
）、
時
折
顔
を
見
せ
て
珍

し
く
雑
談
を
為
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た（
岩
波
と
中
公
の
新
書
で
紙
の
厚
み
が
違
う
の
は
印
刷
技
術
の
差
と
伺
っ
た
の
も
そ
う
し
た
思
い
で
の
一
つ
で
あ
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る
）。こ

こ
で
の
雑
談
の
中
で
学
生
た
ち
の
意
向
が
反
映
さ
れ
始
ま
っ
た
こ
と
も
多
々
あ
る
か
と
思
う
。
満
洲
語
を
学
ぶ
集
い
も
そ
の
一
つ

で
あ
る
。
三
田
村
先
生
が
満
洲
語
の
専
門
家
で
あ
る
の
は
耳
に
し
て
い
た
が
、
終
戦
後
の
事
情
も
あ
っ
て
か
、
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
私
た
ち
数
名
の
学
生
た
ち
有
志
の
声
に
始
ま
っ
た
満
洲
語
を
学
ぶ
集
い
作
り
の
動
き
に
腰
を
上
げ
応

じ
ら
れ
た
の
は
、
一
九
七
〇
〜
一
年
頃
だ
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
が
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
盛
況
で
あ
る
の
は
後
輩
の
苦
労
話
な
し
で
は
考

え
難
い
。
三
田
村
先
生
が
多
い
に
評
価
な
さ
れ
嘉
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
喜
ば
し
く
思
う
。
ま
た
、
休
会
状
態
だ
っ
た
立
命
館
東
洋
史
學
会

を
復
活
さ
せ
る
話
も
、
こ
の
研
究
室
で
先
輩
の
三
宅
通
久
氏
や
山
原
氏
、
同
窓
の
片
岡
氏
が
雑
談
さ
れ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。

さ
て
、
半
世
紀
ぶ
り
に
紐
ど
い
た
拙
論
は
と
い
う
と
、
も
は
や
手
を
入
れ
る
に
も
如
何
と
も
し
が
た
く
、
増
井
寛
也
氏
に
無
理
を
お

願
い
し
て
助
言
や
教
示
を
戴
き
、
な
ん
と
か
漢
文
を
ワ
ー
ド
化
し
、
誤
謬
を
糺
し
整
理
を
行
う
作
業
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
こ
の
元
旦
よ

り
旧
勤
務
先
（
研
究
所
）
に
て
急
遽
イ
ラ
ン
情
勢
を
追
う
作
業
に
係
わ
る
こ
と
と
な
り
、
俄
然
慌
た
だ
し
く
な
っ
た
。
急
ぎ
原
稿
を
提
出

し
、
編
輯
委
員
か
ら
問
題
や
改
善
点
の
指
摘
、
課
題
を
多
々
頂
い
た
。
た
と
え
ば
、
清
朝
勃
興
と
の
比
較
、
一
九
七
〇
年
以
降
の
研
究

と
く
に
中
国
語
論
文
の
成
果
の
取
り
入
れ
、
関
係
地
図
の
作
成
、
な
ど
の
諸
点
で
あ
る
。
一
九
七
〇
年
以
降
の
研
究
成
果
の
反
映
が
為

さ
れ
て
な
い
こ
と
は
指
摘
の
通
り
で
あ
る
が
、
例
外
的
に
三
田
村
先
生
が
そ
の
後
、
一
九
七
七
年
に
書
か
れ
た
論
文
「
金
の
景
祖
に
つ

い
て
」、
な
ら
び
に
拙
論
の
論
旨
展
開
上
、
重
要
だ
が
明
示
的
説
明
が
で
き
て
な
か
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
完
顔
部
の
拠
っ
た
所
が
遼
と

そ
の
属
領
の
境
に
あ
っ
た
点
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
た
古
松
崇
志
「
金
国
（
女
真
）
の
興
亡
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
情
勢
」
は
註
の
形
で
追
加

引
用
し
た
旨
を
断
っ
た
う
え
で
、
頂
い
た
他
の
課
題
は
、
若
く
元
気
な
後
輩
た
ち
に
で
き
れ
ば
託
し
、
将
来
彼
ら
が
論
文
と
し
て
完
成
・

発
展
な
さ
れ
ん
こ
と
を
願
い
、
基
本
現
状
で
の
備
忘
録
で
活
字
化
で
き
な
い
か
と
編
輯
長
に
打
診
し
た
。

今
回
、
生
前
の
三
田
村
先
生
と
の
約
束
の
絡
み
に
よ
り
、
か
か
る
形
で
拙
稿
の
活
字
化
の
機
会
を
得
た
こ
と
に
当
た
り
、
金
の
勃
興
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メ
カ
ニ
ズ
ム
に
関
連
し
て
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
遊
牧
部
族
社
会
を
英
帝
国
が
統
治
し
た
と
き
、
こ
れ
ら
部
族
が
英
国
以
外
の
国
と
外
交

関
係
を
持
つ
の
を
英
国
が
制
御
し
た
こ
と
も
想
起
さ
れ
、
部
族
社
会
の
統
治
・
支
配
に
お
け
る
外
交
の
意
味
を
考
察
す
る
上
で
示
唆
に

富
む
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
モ
ス
ク
ワ
公
国
が
タ
タ
ー
ル
（
キ
プ
チ
ャ
ク
＝
ハ
ン
国
）
の
属
領
に
あ
っ
て
、
タ
タ
ー
ル
に
臣
従
し
つ
つ

周
辺
域
で
支
配
を
拡
げ
勃
興
し
た
記
述
を
見
た
覚
え
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
類
似
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
っ
た
の
か
否
か
、
と
言
う
点
が
興
味

深
く
思
わ
れ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
を
付
記
し
問
題
提
起
と
し
て
お
き
た
い
。

末
筆
な
が
ら
、
緻
密
懇
切
な
助
言
指
導
を
惜
し
み
な
く
賜
っ
た
増
井
寛
也
氏
、
な
ら
び
に
編
輯
長
猪
俣
貴
幸
氏
は
じ
め
編
輯
委
員
各

氏
の
寛
大
な
る
理
解
と
か
か
る
格
別
な
る
取
り
計
ら
い
や
紙
幅
の
都
合
上
割
愛
の
文
献
リ
ス
ト
、
地
図
作
成
そ
の
他
数
々
の
面
で
の
ご

助
力
、
こ
れ
ら
な
く
し
て
拙
論
を
世
に
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ
の
場
を
借
り
て
心
よ
り
の
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
諸
先

生
方
や
先
輩
知
己
諸
氏
の
ご
厚
意
へ
の
謝
意
と
と
も
に
、
立
命
館
東
洋
史
学
の
益
々
の
発
展
を
衷
心
よ
り
祈
念
し
、
こ
れ
を
三
田
村
先

生
の
御
霊
前
に
捧
げ
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
五
月
二
〇
日

富
田
健
次

（
同
志
社
大
学
神
学
部
／
神
学
研
究
科 

元 

教
授
）
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金
室
完
顔
部
の
勃
興

―
そ
の
構
造
面
の
試
論
的
考
察

富
田　

健
次

序

本
論
は
金
朝
の
勃
興
に
関
し
て
、
そ
の
構

メ
カ
ニ
ズ
ム造

面
（
仕
組
み
）
に
光
を
当
て
る
試
み
で
あ
る
。
遼
は
渤
海
国
を
滅
ぼ
し
、
そ
の
領
域
を
属

領
と
し
た
。
こ
の
旧
・
渤
海
域
の
諸
部
族
が
宗
主
国
「
遼
」
へ
朝
貢
す
る
交
渉
路
の
結
節
点
、
加
え
て
遼
と
の
前
面
に
位
置
す
る
と
い

う
地
政
学
的
な
要
所
に
拠
し
た
の
が
や
が
て
金
朝
を
興
し
、
遼
を
滅
ぼ
す
女
真
族
完
顔
部
で
あ
っ
た
。
完
顔
部
は
交
渉
路
の
一
つ
鷹
路

に
お
け
る
軍
事
平
定
権
を
遼
か
ら
得
る
一
方
、
遼
を
旧
渤
海
域
の
内
情
か
ら
疎
外
し
て
そ
の
交
渉
を
牛
耳
り
、
遼
の
威
を
借
り
て
諸
部

族
の
支
配
を
固
め
る
や
、
遼
に
挙
兵
し
た
。
鷹
路
を
毎
年
往
来
す
る
遼
使
の
貪
吝
縦
傲
ぶ
り
へ
の
怨
恨
が
そ
の
際
の
大
義
で
あ
っ
た
。

以
下
は
本
稿
の
章
立
て
で
あ
る
。

　

第
一
章　

遼
代
に
お
け
る
旧
渤
海
地
方
の
状
勢

　

第
二
章　

遼
支
配
と
安
出
虎
水
完
顔
部
台
頭
の
関
係

　
　
　
　

第
一
節
、
金
室
完
顔
部
の
勃
興
過
程

　
　
　
　

第
二
節
、
金
室
完
顔
部
の
軍
事
的
特
権

　
　
　
　

第
三
節
、
遼
よ
り
容
認
さ
れ
た
軍
事
権
の
限
界

　

第
三
章　

金
室
完
顔
部
の
軍
事
的
特
権
に
つ
い
て

　
　
　
　

第
一
節
、
遼
容
認
の
軍
事
権
の
起
源

　
　
　
　

第
二
節
、
軍
事
権
の
本
来
的
形
態

　
　
　
　

第
三
節
、
そ
の
財
政
的
側
面

　

結
語
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第
一
章　

遼
代
に
お
け
る
旧
渤
海
地
方
の
状
勢

渤
海
国
は
契
丹
（
遼
）
太
祖
、
阿
保
機
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
る
。
そ
れ
以
後
の
状
勢
に
つ
い
て
は
、
池
内
宏①

、
和
田
清②

の
研
究
に
詳
し

い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
概
ね
次
の
様
に
な
る
。

契
丹
（
遼
）
太
祖
の
阿
保
機
は
渤
海
国
を
滅
ぼ
す
と
（
九
二
六
）、
そ
の
旧
都
・
忽
汗
城
（
渤
海
上
京
龍
泉
府
）
に
皇
太
子
突
欲③

を
派
し
て
、

東
丹
国
を
置
い
た
。
し
か
し
、
契
丹
の
兵
威
が
及
び
難
か
っ
た
渤
海
西
京
鴨
緑
府
方
面
で
は④

、
渤
海
の
遺
民
が
な
お
勢
力
を
保
ち
、「
後

渤
海
国
」
を
建
て
る
。
そ
の
た
め
東
丹
国
は
程
な
く
、
遼
の
東
京
遼
陽
府
へ
遷
移
せ
ざ
る
を
得
な
い
破
目
に
な
る⑤

。
遼
の
天
顕
三
年

（
九
二
八
）
十
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
数
年
し
て
、
こ
の
「
後
渤
海
国
」
は
、
そ
の
臣
「
烈
氏
」
や
「
烏
氏
」
等
に
よ
っ
て
取
っ

て
代
わ
ら
れ⑥

、
定
安
国
が
成
立
す
る
。
そ
の
盛
時
に
は
、
西
は
黄
海
、
鴨
緑
江
の
本
支
全
流
域
、
東
は
日
本
海
、
咸
鏡
南
北
道
を
籠と

り
こみ

、

豆
満
江
（
間
島
地
方⑦

）
よ
り
北
松
花
・
牡
丹
両
江
の
上
流
域
ま
で
そ
の
勢
力
と
自
称
す
る
に
至
っ
た
。
た
だ
し
実
際
の
勢
力
は
首
都
鴨
緑

府
の
近
傍
に
限
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る⑧

。
こ
の
頃
、
北
の
渤
海
上
京
龍
泉
府
方
面
で
は
兀
惹
が
拠
っ
て
反
・
契
丹
姿
勢
を
採
り
、
そ

の
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
た
。

し
か
る
に
、
契
丹
の
聖
宗
の
統
和
年
間
に
到
る
と
、
定
安
国
は
南
方
、
鴨
緑
江
方
面
よ
り
契
丹
軍
の
討
伐
を
う
け
て
、
宋
へ
の
貢
路

を
断
た
れ
た⑨

。
一
方
、
渤
海
上
京
龍
泉
府
方
面
に
拠
っ
て
い
た
兀
惹⑩

も
、
北
方
の
契
丹
・
黄
龍
府
方
面
よ
り
、
契
丹
軍
の
討
伐
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
（
九
九
五
、
統
和
十
三
年
）。

こ
の
二
つ
の
討
伐
に
よ
っ
て
旧
渤
海
域
の
様
相
は
大
き
く
変
わ
る
。
契
丹
の
勢
力
が
実
質
的
に
及
ん
だ
の
は
、
こ
の
時
以
降
と
み
ら

れ
る
。
定
安
国
の
半
ば
は
、
契
丹
鴨
緑
軍
節
度
の
直
轄
下
に
入
り
、
半
ば
は
、
高
麗
に
帰
し
た
様
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、「
定
安
國
の
故
土
は
悉
く
契
丹
に
の
み
属
し
た
る
に
あ
ら
ず
、
殊
に
其
の
南
偏
の
地
が
高
麗
に
も
投
じ
往
々
両
属
の
姿
を
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呈
し
た
る
…
…
」
と
和
田
清
が
述
べ
る
ご
と
く
旧
渤
海
南
西
の
地
は
、
叛
服
常
な
く
、
制
し
が
た
き
が
実
態
と
見
ら
れ
た⑪

。

一
方
、
北
よ
り
契
丹
兵
の
侵
入
を
受
け
た
地
方
で
は
、
契
丹
に
抗
う
兀
惹
が
勢
力
を
失
う
と
、
契
丹
に
臣
従
す
る
鐵
利
が
渤
海
の
上

京
龍
泉
府
の
地
に
拠
っ
て
勢
力
を
伸
ば
し⑫

、
咸
興
方
面
で
力
の
あ
っ
た
蒲
盧
毛
朶
部⑬

や
三
十
部
女
直
は
、
契
丹
兵
の
兵
鋒
を
受
け
て
、

契
丹
へ
来
貢
す
る
に
至
っ
た
。
ま
た
、（
一
説
に
黒
水
靺
鞨
の
後
裔
と
さ
れ
る⑭

）
越
里
吉
、
盆
奴
里
、
越
里
篤
、
剖
阿
里
、
奥
里
米
の
諸
国
も
、

三
姓
方
面
に
て
、
契
丹
に
従
属
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
国
は
後
に
五
国
部
と
称
さ
れ
る
に
至
る
。

こ
れ
ら
の
部
族
や
諸
国
が
契
丹
へ
来
貢
し
、
交
渉
を
行
う
時
の
路
順
は
、
政
情
不
安
な
定
安
国
故
地
を
通
っ
て
南
方
に
抜
け
る
の
で

は
な
く
、
北
方
よ
り
侵
入
し
て
来
た
契
丹
兵
の
路
順
を
逆
に
辿
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

契
丹
兵
の
路
順
は
、遼
（
契
丹
）
の
黄
龍
府
よ
り
来
流
水
（
拉
林
河
）、阿
勒
楚
喀
河
（
阿
什
河
）
域
を
経
て
、こ
こ
よ
り
二
つ
に
わ
か
れ
、

あ
る
い
は
、
阿
勒
楚
喀
河
を
遡
り
、
寧
古
塔
、
渤
海
の
上
京
龍
泉
府
方
面
へ
抜
け
る
か
、
あ
る
い
は
、
来
流
水
上
流
よ
り
敦
化
、
渤
海

の
中
京
顕
徳
府
方
面
に
抜
け
る
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
り
、
そ
こ
よ
り
さ
ら
に
布
爾
哈
圖
河
に
沿
っ
て
東
南
に
下
り
、
高
麗
北
鄙
に

至
る
も
の
で
あ
っ
た⑮

。

遼
へ
の
朝
貢
（
交
渉
）
路
は
こ
れ
を
逆
に
辿
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
五
国
部
は
こ
の
時
、
契
丹
兵
の
寇
を
直
接
受
け
な
か
っ

た
が
、
こ
れ
を
機
会
に
来
貢
を
始
め
た
。
そ
の
貢
路
は
三
姓
方
面
よ
り
、
東
流
す
る
松
花
江
に
沿
い
て
、
西
へ
向
か
い
、
阿
勒
楚
喀
河
、

来
流
水
域
を
経
て
、
契
丹
の
黄
龍
府
へ
至
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
諸
部
族
・
諸
国
の
貢
路
は
、
来
流
水
、
阿
勒
楚

喀
河
域
に
て
結
節
を
な
し
、
契
丹
の
黄
龍
府
へ
通
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

遼
（
契
丹
）
代
後
半
の
こ
の
情
勢
の
中
か
ら
、
や
が
て
安
出
虎
水
完
顔
部
が
勃
興
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
拠
点
は
、
旧
・
渤
海
国

（
そ
の
南
西
部
を
除
く
）
の
領
域
と
遼
本
土
を
繋
ぐ
交
渉
路
（
朝
貢
路
）
の
結
節
点
を
な
す
来
流
水
・
阿
勒
楚
喀
（
阿
什
）
河
域
で
あ
っ
た
。
こ

の
地
は
ま
た
、
生
女
真
と
契
丹
（
遼
）
と
の
国
境
域
、
つ
ま
り
地
政
学
上
の
要
所
で
も
あ
っ
た⑯

。
と
こ
ろ
で
、
完
顔
阿
骨
打
が
遼
に
対
し
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て
挙
兵
を
行
う
（
一
一
一
五
）
直
前
に
は
、
彼
の
勢
力
が
、
大
体
、
北
は
五
国
、
主
隈
、
禿
荅⑰

よ
り
、
東
南
で
は
、
乙
離
骨
、
曷
懶
、
耶

懶
、
土
骨
論⑱

、
高
麗
北
辺
に
及
ん
で
い
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
は
先
の
交
渉
（
朝
貢
）
路
を
も
っ
て
遼
な
ら
び
に
安
出
虎
水
完
顔
部
に
繋

が
っ
て
い
た
諸
部
族
・
諸
国
の
住
地
に
略
々
一
致
す
る
。
こ
れ
は
安
出
虎
水
完
顔
部
勃
興
の
構

メ
カ
ニ
ズ
ム造

的
特
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。
す
な
わ
ち
次
の
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

「
安
出
虎
水
完
顔
部
は
旧
渤
海
諸
地
域
の
遼
へ
の
来
貢
と
交
渉
に
お
け
る
、
地
政
学
的
要
所
に
拠
点
を
置
く
こ
と
で⑲

、
何
ら
か
の
特
権

を
握
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
勢
力
を
培
い
勃
興
し
た
」
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。

第
二
章
以
下
に
て
、
こ
の
「
何
ら
か
の
特
権
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
考
え
る
。

第
二
章　

遼
支
配
と
安
出
虎
水
完
顔
部
台
頭
の
関
係

こ
の
章
よ
り
、安
出
虎
水
完
顔
部
す
な
わ
ち
金
室
完
顔
部⑳

の
持
っ
た
対
遼
交
渉
上
の
「
何
ら
か
の
特
権
」
を
明
ら
か
に
し
て
行
く
が
、

そ
れ
に
先
立
ち
、
金
室
完
顔
部
の
勃
興
す
る
過
程
を
述
べ
て
お
き
た
い
（
第
一
節
）。
次
に
、
軍
事
的
特
権
か
ら
分
析
を
始
め
（
第
二
節
）、

続
い
て
、
そ
の
軍
事
的
特
権
の
限
界
を
探
る
（
第
三
節
）。

第
一
節　

金
室
完
顔
部
の
勃
興
過
程

金
室
完
顔
部
（
安
出
虎
水
完
顔
部
）
は
、始
祖
よ
り
金
朝
を
興
す
太
祖
の
阿
骨
打
ま
で
十
一
代
に
及
ぶ
。
そ
の
系
図
を
簡
略
に
し
て
示
す

と
図
の
如
く
な
る
。（
付
図
そ
の
一
）

さ
て
、
池
内
宏
は
「
金
史
世
紀
の
研
究
」（『
満
鮮
史
研
究
』（
中
世
・
第
一
冊
、
岡
書
院
一
九
三
三
）
に
て
、
始
祖
よ
り
昭
祖
に
至
る
ま
で
の
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五
代
の
帝
は
、
後
世
の
空
想
の
所
産
で
あ
り
、
景
祖
に
至
っ
て
は
じ
て
実
在
と
な
る
と
思
わ

れ
る
が
、「『
金
史
』
の
伝
ふ
る
所
と
こ
ろ
…
…
（
景
祖
の
）
事
蹟
と
せ
ら
る
る
も
の
は
悉
く

妄
な
り
」
と
し
て
、
そ
の
史
料
的
価
値
を
否
定
し
た㉑

。

し
か
し
試
論
と
し
て
の
本
論
で
は
、
勃
興
過
程
の
分
析
に
あ
た
り
、
景
祖
の
事
蹟
記
述
に

た
と
え
虚
構
性
が
多
々
あ
る
と
し
て
も
、史
実
の
反
映
も
し
く
は
そ
の
示
唆
が
全
く
皆
無
か

否
か
再
検
討
す
べ
く
敢
え
て
考
察
対
象
に
含
め
た㉒

。

　
　
　

⑴　

景
祖
期
（
位
一
〇
二
一 

〜 

一
〇
七
五
）

こ
の
頃
に
は
完
顔
部
は
阿
勒
楚
喀
河
流
域
に
拠
っ
て
次
第
に
そ
の
勢
力
を
培
っ
て
い
た

と
思
わ
れ
る㉓

。『
金
史
』
世
紀
は
景
祖
期
の
支
配
状
況
を
次
の
様
に
記
述
す
る㉔

。

景
祖
稍
役
属
諸
部
自
白
山
（
長
白
山
）、
耶
悔
（
豆
満
江
下
流
）、
統
門
（
豆
満
江
上
流
）、
耶

懶
（
咸
鏡
道
端
川
方
面
）
之
属
、
以
至
五
國
長
皆
聴
命
。

景
祖
は
ま
ず
、
孩
懶
水
（
寧
古
塔
北
方
の
海
蘭
河
）
烏
林
荅
部
の
石
顕
を
詭
計
に
よ
っ
て
遼

に
献
じ
、
ま
た
五
国
部
方
面
の
二
つ
の
叛
、
す
な
わ
ち
五
國
蒲
聶
部
節
度
使
抜
乙
門
お
よ
び

没
撚
部
謝
野
勃
菫
の
叛㉕

を
三
つ
い
ず
れ
も
鷹
路
不
通
を
罪
科
と
し
て
討
っ
て
い
る
。こ
れ
ら

の
う
ち
五
國
蒲
聶
部
節
度
使
を
討
っ
た
功
に
て
、景
祖
は
遼
よ
り
「
節
度
使
」
の
職
位
を
受
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け
た㉖

。
と
こ
ろ
で
こ
の
討
伐
に
関
し

て
関
心
を
惹
く
の
は
、
旧
渤
海
域

の
地
理
的
内
情
に
遼
が
通
暁
す

る
の
を
景
祖
が
恐
れ
た
旨
『
金

史
』
世
紀
が
「
景
祖
終つ

い

に
（
つ
ま

り
、
最
後
ま
で
常
に
）
遼
兵
の
其
の

境
に
入い

る
を
畏
る
」
と
記
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
討
伐

記
事
に
先
行
す
る
形
で
も
『
金

史
』
世
紀
は
、
遼
が
そ
の
辺
境
域

に
強
制
移
民
し
た
旧
渤
海
域
の

部
族
民
が
逃
帰
し
、
こ
れ
を
遼
兵

が
追
っ
て
当
域
内
深
く
入
り

「
盡

こ
と
ご
とく

山
川
道
路
險
易
を
得う

る
」

を
恐
れ
た
と
記
し
、
遼
を
し
て
旧

渤
海
域
の
内
情
に
疎う

と

か
ら
し
む

策
を
景
祖
が
採
り
、
も
っ
て
遼
容
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認
の
鷹
路
平
定
権
を
濫
用
し
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

　
　
　

⑵　

世
祖
期
（
位
一
〇
七
四 

〜 

一
〇
九
二
）

こ
の
時
期
に
は
、
多
く
の
重
大
な
事
件
が
発
生
し
、
戦
い
が
為
さ
れ
た
。

そ
れ
は
ま
ず
、
世
祖
の
叔
父
で
あ
る
跋
黒
が
金
室
の
首
長
の
地
位
、
も
し
く
は
「
節
度
使
」
の
位
が
世
祖
に
わ
た
っ
た
こ
と
へ
の
不

満
が
一
因
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
頃
な
お
金
室
と
相
対
峙
す
る
勢
力
を
持
っ
て
い
た
邑
屯
村
完
顔
部
桓
赧
と
散
達
兄
弟
、
な
ら
び
に
か

ね
て
よ
り
、
こ
れ
と
深
く
結
ん
で
い
た
阿
跋
斯
水
（
勒
福
成
河
）
温
都
部
の
烏
春
と
気
脈
を
通
じ
、
世
祖
の
地
位
を
奪
わ
ん
と
し
た
こ
と

に
端
を
発
す
る
。
烏
春
が
兵
を
挙
げ
る
と
、
桓
赧
と
散
達
も
こ
れ
に
応
じ
て
立
ち
上
が
り
、
完
顔
部
は
、
金
室
完
顔
部
と
、
桓
赧
・
散

達
派
に
分
か
れ
て
戦
っ
た㉗

。
や
が
て
、
桓
赧
・
散
達
は
破
多
吐
水
（
阿
勒
楚
喀
河
地
域
）
の
戦
い
で
金
室
完
顔
部
に
敗
れ
去
り
、
そ
の
属
下

と
共
に
来
降
し
た
（
一
〇
九
一
）。
こ
の
頃
、
金
室
の
粛
宗
は
衆
部
長
（
諸
部
の
長
）
と
な
り
、
左
右
の
任
命
力
も
大
き
く
な
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

し
か
し
、
か
か
る
完
顔
部
の
分
裂
と
抗
争
は
、
阿
勒
楚
喀
河
地
域
を
争
奪
の
巷
と
化
し
た
の
み
で
な
く
、
こ
れ
を
取
り
囲
む
、
他
の

地
域
の
部
族
に
も
来
侵
の
機
を
与
え
た
。
乃
ち
、
活
剌
渾
水
（
阿
勒
楚
喀
河
と
あ
い
対
し
東
流
松
花
江
に
北
か
ら
合
流
す
る
呼
蘭
河
）
の
紇
石
烈

部
、
臘

と
麻
産
の
兄
弟
で
あ
る
。
彼
ら
は
や
が
て
烏
春
と
結
び
来
侵
し
て
来
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
あ
と
二
勢
力
は
互
い
に
援
助
し

あ
っ
て
、
暮
稜
水
域
（
呼
蘭
河
よ
り
東
寄
り
の
地
点
で
東
流
松
花
江
に
北
か
ら
合
流
す
る
）
の
砦
に
立
て
こ
も
っ
た
。
し
か
し
、
金
室
完
顔
部
の

兵
の
前
に
敗
退
す
る
所
と
な
り
麻
産
は
逃
げ
去
り
、
臘

は
虜
と
し
て
遼
に
献
じ
ら
れ
、
烏
春
は
遼
に
訴
え
ら
れ
た
。
暫
く
し
て
、
さ

ら
に
、
烏
春
の
勢
力
は
窩
謀
罕
城
で
の
戦
い
で㉘

、
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
た
。
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⑶　

粛
宗
期
（
位
一
〇
九
二 

〜 

一
〇
九
四
）

こ
う
し
て
、
世
祖
の
後
を
受
け
た
粛
宗
の
治
世
は
僅
か
二
年
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
紇
石
烈
部
の
逃
亡
者
、
麻
産
を
陶
温
水
（
呼
蘭
地
方

の
小
河㉙

）
に
討
ち
、
前
代
か
ら
続
い
た
大
乱
の
締
め
く
く
り
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
て
金
室
完
顔
部
の
四
人㉚

が
遼
よ
り
詳
隱
の
官
職
を
授

か
っ
て
い
る
。

　
　
　

⑷　

穆
宗
期
（
位
一
〇
九
四 

〜 

一
一
〇
三
）

こ
の
時
期
に
至
る
や
、
先
代
の
置
い
た
礎
を
踏
ま
え
て
金
室
完
顔
部
は
著
し
い
発
展
を
遂
げ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
南
地
方
へ
の
進
出

で
あ
る
。
こ
の
頃
、
め
ざ
す
東
南
地
方
に
は
三
つ
の
有
力
な
女
真
人
の
政
治
勢
力
が
あ
っ
た
。
第
一
は
徒
門
水
（
図
們
江
）
の
本
支
流
域

に
拠
る
も
の
。
第
二
は
曷
懶
甸
を
中
心
と
す
る
も
の
（
咸
鏡
南
道
咸
興
平
野
）。
第
三
は
蘇
浜
水
（
綏
芬
河㉛

）
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
金
室
完

顔
部
の
触
手
は
ま
ず
、
第
一
の
徒
門
水
の
本
支
流
域
に
い
た
勢
力
へ
伸
び
た
。
穆
宗
は
自
ら
軍
を
率
い
て
、
そ
の
首
長
で
あ
る
阿
疎
を

攻
め
た
。
ま
た
、
兄
の
子
の
撒
改
に
別
軍
を
与
え
、
彼
を
し
て
潺
蠢
水
（
布
爾
哈
通
河
支
流
の
海
蘭
河
）
に
拠
る
阿
疎
の
一
党
の
鈍
恩
を
攻

撃
さ
せ
た
。
こ
の
阿
疎
攻
め
は
遼
の
干
渉
を
受
け
な
が
ら
も
、
四
年
に
し
て
完
遂
さ
れ
た32

。

一
方
、
撒
改
の
率
い
る
別
軍
は
渾
蠢
水
（
圖
們
江
に
北
東
よ
り
流
れ
入
る
支
流
）
の
烏
古
論
部
の
敵
庫
徳
ら
を
討
っ
た
。
ま
た
、
別
に
二

嚢
虎
、
二
蠢
出
（
興
凱
湖
）
の
両
路
も
経
略
し
た
。
こ
こ
に
金
室
完
顔
部
は
徒
門
水
の
本
支
流
か
ら
、
渾
蠢
水
を
経
て
蘇
浜
水
に
至
る
広

大
な
地
域
を
傘
下
に
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
勢
力
拡
大
は
こ
れ
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
高
麗
北
辺
曷
懶
甸
方
面
に
む
か
い
、
高
麗
と
対
峙
す
る
に
至
っ
た
。
そ
し
て

次
の
康
宗
期
へ
と
移
っ
て
い
く
。
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⑸　

康
宗
期
（
位
一
一
〇
三 

〜 

一
一
一
三
）

か
か
る
状
勢
を
受
け
て
、
康
宗
は
石
土
門
を
遣
わ
し
て
、
こ
の
曷
懶
甸
を
討
た
せ
た
。
以
後
、
高
麗
と
戦
う
こ
と
四
度
、
康
宗
の
七

年
（
一
一
〇
九
）
に
至
っ
て
媾
和
が
成
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
現
在
の
咸
興
、
定
平
の
両
地
の
間
が
高
麗
と
の
国
境
と
定
め
ら
れ
、
曷

懶
甸
方
面
は
金
室
完
顔
部
の
支
配
下
に
入
っ
た
。

一
方
、
康
宗
は
蘇
浜
水
畔
に
お
こ
っ
た
叛
乱
を
鎮
定
し
、
余
勢
を
駆
っ
て
、
北
琴
海
（
興
凱
湖
）
方
面
も
手
中
に
収
め
た
。
こ
う
し
て
、

旧
渤
海
の
西
南
辺
、
す
な
わ
ち
宋
と
の
繋
が
り
の
強
い
地
域
を
除
き
、
ほ
ぼ
旧
渤
海
域
を
収
め
る
に
至
っ
た
。
後
を
継
い
だ
太
祖
は
即

位
し
て
二
年
、
つ
い
に
遼
に
向
か
っ
て
兵
を
挙
げ
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
金
室
完
顔
部
の
勃
興
過
程
を
瞥
見
し
た
。
次
に
、
金
室
完
顔
部
の
「
何
ら
か
の
特
権
」
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
ま
ず
軍
事

面
よ
り
見
る
。

第
二
節　

金
室
完
顔
部
の
軍
事
的
特
権

金
室
完
顔
部
は
、
そ
の
勃
興
の
過
程
で
、
多
く
の
戦
い
を
な
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
戦
い
の
中
で
、
遼
（
契
丹
）
が
容
認
し
た
と
思
わ

れ
る
戦
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
敵
将
を
罪
人
と
し
て
遼
へ
献
じ
た
も
の
、
戦
い
の
論
功
行
賞
の
場
に
遼
使
が
出
席
し
た
も
の
等
で
あ

る
。
今
そ
の
様
な
戦
い
の
相
手
を
取
り
出
し
て
み
る
と
次
の
十
一
名
を
得
る
。

景
祖
期　
　

①
石
顕　
　

②
五
國
蒲
聶
部
節
度
使
拔
乙
門　
　

③
五
國
没
撚
部
謝
野
勃
菫

世
祖
期　
　

④
烏
春　
　

⑤
盃
乃　
　

⑥
臘
　
　

⑦
麻
産　
　

⑧
婆
諸
刊　
　

⑨
窩
謀
罕

穆
宗
期　
　

⑩
陶
温
水
徒
籠
古
水
紇
石
烈
部
の
阿
閤
版　
　

⑪
石
魯
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こ
の
十
一
名
と
の
戦
い
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遼
が
金
室
完
顔
部
に
容
認
し
た
軍
事
権
、
つ
ま
り
金
室
完
顔
部
の
軍
事
的
特

権
を
つ
ぎ
に
探
る
。

　
　
　

①　

石
顕

彼
は
孩
懶
水
方
面
に
い
て
、
景
祖
の
命
を
聞
か
ず
景
祖
の
詭
計
に
よ
っ
て
、
遼
に
差
し
出
さ
れ
た
。

石
顕
皆
拒
阻
、不
聴
（
遼
使
之
）
命
。
景
祖
攻
之
。
不
能
克
。
景
祖
自
度
不
可
以
力
取
。
遂
以
詭
計
取
之
。
乃
以
石
顕
阻
絶
海
東
路
。

謂
於
遼
、遼
帝
使
人
譲
之
曰
「
汝
何
敢
阻
絶
鷹
路
。
審
無
他
意
。
遣
其
酋
長
来
」。
…
…
留
石
顕
於
邊
地
。
盖
景
祖
以
計
除
石
顕
而

欲
撫
有
其
子
與
部
人
也
。（『
金
史
』
巻
六
十
七　

石
顕
伝
）

傍
線
部
分
よ
り
、
石
顕
が
完
顔
部
に
よ
っ
て
遼
に
訴
え
ら
れ
た
罪
科
は
海
東
路
す
な
わ
ち
鷹
路
の
阻
絶
だ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

　
　
　

②　

五
國
蒲
聶
部
節
度
使
の
拔
乙
門

彼
は
遼
に
叛
旗
を
翻
し
、金
室
の
景
祖
に
よ
っ
て
討
伐
さ
れ
た
。
そ
の
功
績
に
て
景
祖
は
遼
よ
り
「
生
女
直
節
度
使
」
を
授
か
っ
た
。

五
國
蒲
聶
部
節
度
使
拔
乙
門
畔
遼
。
鷹
路
不
通
。
…
…
於
是
景
祖
陽
與
拔
乙
門
為
好
而
以
妻
子
為
質
、
襲
而
擒
之
獻
於
遼
主
。
遼

主
…
…
以
為
生
女
真
部
族
節
度
使
。（『
金
史
』
巻
一
世
紀
）

傍
線
部
分
よ
り
、
こ
の
討
伐
に
は
、
鷹
路
平
定
の
意
味
も
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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③　

五
國
勃
撚
部
謝
野
勃
菫

彼
も
遼
に
叛
し
、
景
祖
は
こ
れ
を
討
伐
し
て
、
そ
の
功
を
遼
の
辺
将
に
報
告
し
て
い
る
。

遼
咸
雍
八
年
、
五
國
没
撚
部
謝
野
勃
菫
畔
遼
。
鷹
路
不
通
。
景
祖
伐
之
。
…
…
即
往
見
遼
邊
将
達
魯
骨
。
自
述
敗
謝
野
功
。（『
金

史
』
巻
一
世
紀
）

や
は
り
こ
の
討
伐
が
鷹
路
平
定
の
意
味
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
看
過
す
べ
き
で
な
い
。

　
　
　

④　

烏
春

烏
春
は
世
祖
初
期
よ
り
、
金
室
完
顔
部
と
敵
対
し
て
戦
っ
た
。
そ
れ
は
第
一
節
で
も
述
べ
た
。
今
、
そ
の
経
過
を
さ
ら
に
詳
し
く
検

討
し
て
み
る
。『
金
史
』
巻
六
十
七　

烏
春
伝
の
中
か
ら
肝
要
と
思
わ
れ
る
箇
所
を
要
約
し
て
述
べ
る
。

「
世
祖
が
「
節
度
使
」
を
嗣
ぐ
や
、
兵
を
挙
げ
て
来
戦
し
、
斜
寸
嶺
（
張
広
才
嶺
に
発
す
活
龍
河
源
流
域
）
か
ら
、
活
論
（
張
広
才
嶺
に
発
す

る
来
流
水
の
一
源
流
）・
来
流
水
を
渉
っ
て
朮
虎
部
阿
里
矮
村
ま
で
至
る
。
こ
の
間
、
金
室
完
顔
部
は
婆
多
吐
水
に
て
、
桓
赧
・
散
達
兄
弟

を
敗
る
。
斡
勒
部
の
人
で
あ
る
盃
乃
は
烏
春
と
合
し
て
蘇
素
海
甸
（
阿
勒
楚
喀
河
上
流
の
一
支
流
）
に
陣
す
。
金
室
完
顔
部
は
こ
れ
を
と
り
、

ま
た
、
紇
石
烈
部
の
臘

・
麻
産
と
野
鵲
水
に
て
戦
う
。
烏
春
は
臘

と
結
び
、
烏
春
は
姑
里
甸
の
兵
百
十
七
人
を
お
く
り
、
臘

・

麻
産
を
助
け
る
。
金
室
完
顔
部
は
こ
れ
を
破
り
、
さ
ら
に
烏
春
、
窩
謀
罕
を
斜
堆
（
斜
寸
嶺
に
同
じ33

）
に
破
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
烏
春

死
去
す
」。
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金
室
完
顔
部
と
の
一
連
の
戦
い
の
中
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、
傍
線
部
分
の
、
姑
里
甸
（
寧
古
塔
付
近
の
地34

）
援
兵
の
件
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
、
烏
春
伝
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

臘

麻
産
求
助
於
烏
春
。
烏
春
以
姑
里
甸
兵
百
十
七
人
助
之
。
世
祖
擒
臘

獻
于
遼
主
。
并
言
烏
春
助
兵
之
状
、
仍
以
不
脩
鷹
道

罪
之
。
遼
主
使
人
至
烏
春
問
状
。
…
…
（『
金
史
』
巻
六
十
七　

烏
春
伝
）

「
鷹
道
を
脩
め
ざ
る
を
以
て
之
を
罪
す
」
と
明
記
し
、
そ
の
罪
科
が
鷹
路
を
塞
い
だ
こ
と
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
　
　

⑤　

盃
乃

彼
に
関
し
て
は
、『
金
史
』
巻
六
十
七　

烏
春
伝
等
に
関
連
記
述35

を
見
い
だ
せ
る
が
、
遼
へ
献
ぜ
ら
れ
た
罪
科
は
も
う
一
つ
明
確
に
で

き
な
い
。

　
　
　

⑥　

臘

と
⑦
麻
産36

こ
の
二
人
は
烏
春
、
窩
謀
罕
が
仇
を
な
す
の
に
乗
じ
て
兵
を
挙
げ
、
金
室
完
顔
部
と
干
戈
を
交
え
る
こ
と
、
数
度
に
及
ん
だ
。
そ
し

て
金
室
完
顔
部
に
よ
り
、
罪
人
と
し
て
遼
に
献
じ
ら
れ
、
あ
る
い
は
馘
を
献
じ
ら
れ
た
。
そ
の
経
過
は
第
一
節
で
述
べ
た
。
今
、
臘
・

麻
産
伝
か
ら
肝
要
と
思
わ
れ
る
所
を
、
要
約
し
て
記
す
。

「
臘

・
麻
産
ら
、
野
居
女
直
を
襲
う
。
そ
れ
に
よ
り
、
世
祖
は
屯
睦
吐
村
に
臘

・
麻
産
を
討
つ
。
臘

と
麻
産
は
来
流
水
の
牧
馬

を
駆
掠
す
る
。
世
祖
は
ま
た
、
野
鵲
水
に
て
臘

と
戦
う
。
臘

・
麻
産
は
、
戸
魯
不

の
牧
馬
四
百
お
よ
び
富
者
粘
罕
の
馬
合
わ
せ
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て
七
百
餘
匹
を
剽
取
し
、
か
つ
烏
春
、
窩
謀
罕
と
結
ぶ
。
世
祖
、
之
を
伐
つ
。
臘

ら
偽
り
て
完
顔
部
に
降
る
。
後
、
世
祖
が
軍
を
還

す
に
及
び
、
臘

は
復
び
助
け
を
烏
春
・
窩
謀
罕
に
求
め
る
。
窩
謀
罕
の
派
し
た
姑
里
甸
の
兵
百
十
七
人
を
以
て
暮
稜
水
の
険
阻
を
保

つ
。
世
祖
は
兵
を
率
い
て
之
を
囲
み
陥
す
。
麻
産
は
逃
げ
さ
り
、
臘

は
擒
え
ら
れ
遼
に
献
じ
ら
れ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
粛
宗
は
節

度
使
を
襲
ぐ
。
麻
産
は
（
呼
蘭
地
方
の
小
河
）
直
屋
鎧
水
に
た
て
こ
も
る
。
金
室
完
顔
部
は
之
を
討
ち
、
馘
を
遼
に
献
じ
る
。」

さ
て
、
一
連
の
戦
い
の
中
で
、
注
意
す
べ
き
は
傍
線
部
、
姑
里
甸
の
兵
百
十
七
人
と
共
に
暮
稜
水
の
険
阻
を
保
っ
た
件
で
あ
ろ
う
。

原
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

窩
謀
罕
以
姑
里
甸
兵
百
有
十
七
人
助
之
。
臘

拠
暮
稜
水
、
保
固
険
阻
。
石
顕
子
婆
諸
刊
亦
往
従
之
。
世
祖
率
兵
囲
之
、
克
其
軍
。

麻
産
遯
去
。
遂
擒
臘

及
婆
諸
刊
、
皆
獻
之
遼
。

こ
の
件
は
、
烏
春
の
所
で
既
述
し
た
よ
う
に
金
室
完
顔
部
が
「
鷹
路
を
脩
め
ず
」
と
し
て
、
烏
春
を
遼
へ
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
こ
れ
に
か
か
わ
っ
た
臘

・
麻
産
も
、
遼
よ
り
同
罪
を
問
わ
れ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

ゆ
え
に
臘

・
麻
産
が
遼
に
、
罪
人
と
し
て
ま
た
は
そ
の
馘
を
、
献
じ
ら
れ
た
罪
状
の
一
つ
は
、
鷹
路
を
塞
い
だ
こ
と
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

　
　
　

⑧　

婆
諸
刊

婆
諸
刊
は
、
先
に
考
察
し
た
石
顕
の
子
で
あ
る
。
活
剌
渾
水
（
呼
蘭
河
）
の
紇
石
烈
部
、
臘

・
麻
産
が
兵
を
起
こ
す
と
「
往
き
て
之

に
従
」
っ
て
い
る
。
そ
し
て
暮
稜
水
に
て
、
世
祖
に
破
れ
、
臘

と
共
に
遼
に
献
ぜ
ら
れ
た
。
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婆
諸
刊
蓄
怨
未
發
。
會
活
剌
渾
水
紇
石
烈
部
臘

・
麻
産
起
兵
。
婆
諸
刊
往
従
之
。
及
敗
於
暮
稜
水
、
麻
産
先
遯
去
。
婆
諸
刊
與

臘

就
擒
、
及
其
党
與
、
皆
獻
之
遼
主
。（『
金
史
』
巻
六
十
七
石
顕
伝
）

暮
稜
水
の
件
は
烏
春
及
び
臘

・
麻
産
の
と
こ
ろ
で
、
姑
里
甸
援
兵
の
件
と
し
て
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
婆
諸
刊
も

こ
れ
で
同
罪
（
鷹
路
を
塞
ぐ
罪
）
に
問
わ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
　
　

⑨　

窩
謀
罕

窩
謀
罕
は
烏
春
と
行
動
を
常
に
共
に
し
て
い
た
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
烏
春
と
同
一
勢
力
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い

と
思
わ
れ
る
。
烏
春
と
の
関
係
に
つ
い
て
こ
れ
以
上
詳
し
い
こ
と
は
判
ら
な
い
。
彼
は
烏
春
亡
き
あ
と
も
金
室
完
顔
部
と
戦
い
、
敗
れ

去
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
戦
後
の
論
功
行
賞
の
場
に
は
遼
使
が
出
席
し
て
い
る
。
彼
の
罪
科
を
求
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
一
連
の
抗
争

を
見
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
烏
春
の
存
命
中
は
、
行
動
を
共
に
し
た
烏
春
の
所
に
譲
り
、
烏
春
の
死
去
以
後
か
ら
見
る
。

「
世
祖
は
、
烏
春
、
窩
謀
罕
を
斜
堆
に
破
っ
た
の
ち
、
自
ら
大
軍
を
率
い
て
、
阿
不
塞
水
（
敦
化
の
側
を
流
れ
る
勒
福
成
河37

）
に
至
る
。
こ

の
時
す
で
に
烏
春
は
没
し
て
い
る
。
窩
謀
罕
は
世
祖
の
来
伐
を
聞
い
て
、
遼
に
訴
え
和
解
を
乞
う
。
し
か
る
に
背
約
し
て
金
室
完
顔
部

を
急
襲
し
、
た
め
に
遼
は
関
与
せ
ざ
る
所
と
な
る
。
そ
こ
で
世
祖
は
兵
を
進
め
て
窩
謀
罕
を
か
こ
む
。
窩
謀
罕
は
敵
わ
ず
と
み
て
逃
亡

す
る
。
金
室
完
顔
部
は
そ
の
資
産
を
悉
く
取
り
、
功
労
あ
る
も
の
に
分
け
る
」（『
金
史
』
世
紀
に
拠
れ
ば
、
こ
の
論
功
行
賞
の
場
に
遼
使
が
出
席

し
て
い
る
）。

さ
て
、
一
連
の
戦
い
で
、
問
題
に
な
る
の
は
、
や
は
り
姑
里
甸
へ
の
援
兵
の
件
で
あ
ろ
う
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
烏
春
伝
に
は
「
烏

春
以
姑
里
甸
援
兵
百
十
七
人
助
之
」（『
金
史
』
巻
六
十
七
）
と
あ
り
、
烏
春
が
援
兵
を
出
し
た
よ
う
に
一
見
お
も
え
る
が
、
臘
・
麻
産
伝
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に
は

臘

復
求
助
於
烏
春
・
窩
謀
罕
。
窩
謀
罕
以
姑
里
甸
兵
百
有
十
七
助
之
。（『
金
史
』
巻
六
十
七
）

と
あ
り
、
実
際
に
援
兵
を
出
し
た
の
は
、
窩
謀
罕
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ゆ
え
に
彼
の
罪
科
が
姑
里
甸
援
兵
の
件
、
す
な
わ
ち
「
鷹
路
を
塞
い
だ
こ
と
」
に
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

　
　
　

⑩　

陶
温
水
徒
籠
古
水
紇
石
烈
部
阿
閤
版
お
よ
び
⑪
石
魯

彼
ら
は
遼
の
命
を
う
け
た
穆
宗
に
よ
り
討
伐
さ
れ
た
。

會
陶
温
水
徒
籠
古
水
紇
石
烈
部
阿
閤
版
及
石
魯
阻
五
國
鷹
路
、
執
殺
遼
捕
鷹
使
者
。
遼
詔
穆
宗
討
之
。
…
…
数
日
入
其
城
、
出
遼

使
存
者
数
人
、
俾
之
帰
。（『
金
史
』
世
紀
）

こ
れ
に
よ
り
、
そ
の
罪
科
は
、
五
国
鷹
路
を
塞
ぎ
、
遼
の
鷹
使
を
殺
害
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

以
上
、
遼
が
金
室
に
容
認
し
た
と
思
わ
れ
る
戦
い
の
相
手
を
全
て
挙
げ
、
そ
の
理
由
な
り
罪
科
な
り
を
探
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、

全
部
で
十
一
名
の
う
ち
十
名
ま
で
が
鷹
路
を
塞
ぐ
と
い
う
罪
科
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
判
っ
た
。
ま
た
残
り
の
一
人
も
同
罪
で
あ
っ
た

事
は
、
史
料
に
顕
れ
な
か
っ
た
だ
け
の
事
で
、
そ
れ
の
成
り
立
つ
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

ま
た
、
鷹
路
を
塞
ぐ
と
い
う
こ
と
を
見
て
み
る
に
石
顕
の
場
合
、
明
ら
か
に
、
た
だ
そ
れ
だ
け
で
も
っ
て
罪
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
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は
鷹
路
阻
絶
が
単
独
で
罪
を
構
成
し
え
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
よ
り
、
金
室
完
顔
部
が
「
少
な
く
と
も
鷹
路
」
を
塞
ぐ
行
為
を
平
定
す

る
軍
事
権
を
遼
か
ら
授
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
さ
ら
に
、
残
る
九
名
も
、
同
じ
く
鷹
路
を
塞
ぐ
と
言
う
罪
科
を
持
っ
た
こ
と
は
、

こ
の
軍
事
権
が
鷹
路
平
定
以
外
に
は
及
ば
な
か
っ
た
可
能
性
を
窺
わ
す
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
蓋
然
性
が
あ
る
と
は
い
え
、
残
る
一
人
、
盃
乃
の
罪
科
が
鷹
路
阻
絶
以
外
だ
っ
た
可
能
性
が
残
る
し
、
ま
た

他
の
九
名
も
鷹
路
阻
絶
以
外
に
も
別
の
罪
科
を
持
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
完
顔
部
が
遼
か
ら
容
認
さ
れ
て
い
た
軍
事
権
に
は
、
鷹
路
平
定
以
外
の
事
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
つ

ぎ
に
こ
の
遼
よ
り
金
室
完
顔
部
が
認
め
ら
れ
た
軍
事
権
の
限
界
を
探
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
節　

遼
よ
り
容
認
さ
れ
た
軍
事
権
の
限
界

金
室
が
勃
興
し
て
く
る
中
で
行
わ
れ
た
様
々
の
戦
い
、
そ
の
内
で
遼
が
調
停
を
す
る
か
、
止
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
戦
い
を
取
り
出
し

て
、
そ
の
相
手
を
分
析
し
よ
う
。
こ
れ
で
、
遼
が
容
認
し
た
軍
事
権
の
及
ぶ
限
界
を
、
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
描
き
出
し
た
い
。

い
ま
、
一
連
の
戦
い
を
見
て
み
る
と
、
遼
か
ら
調
停
を
受
け
た
戦
い
の
相
手
は
窩
謀
罕
と
阿
疎
の
二
人
で
あ
る
。

窩
謀
罕
に
つ
い
て
は
、
先
に
、
遼
が
容
認
し
た
戦
い
の
相
手
と
し
て
分
析
し
た
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
と
の
関
連
事
情
が
複
雑
と
な
る

の
で
、
後
文
に
譲
り
、
ま
ず
阿
疎
よ
り
見
て
み
よ
う
。

　
　
　

阿
疎

阿
疎
は
星
顕
水
（
布
爾
哈
圖
河
）
の
紇
石
烈
部
の
も
の
で
あ
る
。
金
室
の
穆
宗
が
来
攻
す
る
に
至
り
、
そ
れ
を
遼
に
訴
え
、
遼
よ
り
調

停
の
使
を
受
け
て
い
る
。
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こ
の
阿
疎
の
勢
力
は
、
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。『
金
史
』
巻
六
十
七
、
阿
疎
伝
に
よ
る
と
次
の
様
に
あ
る
。

父
阿
海
勃
菫
。
事
景
祖
・
世
祖
。
世
祖
破
烏
春
還
。
阿
海
率
官
属
士
民
迎
。
謁
于
双
宜
大

。
…
…
世
祖
喩
之
曰
「
…
…
我
與
汝

等
三
十
部
之
人
。
自
今
可
以
保
安
休
息
」。

こ
れ
よ
り
、
父
は
阿
海
勃
菫
と
言
い
、
そ
の
下
に
は
官
属
が
い
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
勢
力
に
対
し
て
世
祖
は
「
三
十
部
の
人
」
と

呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

従
っ
て
こ
の
勢
力
が
『
遼
史
』
所
載
の
長
白
山
三
十
部
女
直
で
あ
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
こ
れ
は
す
で
に
小
川
裕
人
が
論

及
し
た38

。

次
に
そ
の
支
配
機
構
を
見
て
み
よ
う
。
阿
疎
城
の
陥
落
以
前
の
こ
と
で
、
阿
疎
の
勢
力
と
直
接
関
係
し
な
い
が
、
金
室
完
顔
部
以
外

の
勢
力
の
在
り
方
を
示
し
て
世
紀
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

太
祖
因
致
穆
宗
教
統
門
、
渾
蠢
、
耶
悔
、
星
顕
、
四
路
及
嶺
東
諸
部
。
自
今
勿
復
称
都
部
長
。

さ
ら
に
そ
の
後
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
述
べ
た
と
思
わ
れ
る
記
事
が
次
の
如
く
あ
る
。

（
癸
未
年
）
十
月
二
十
九
日
、
穆
宗
卒
。
年
五
十
有
一
。
初
諸
路
各
有
信
牌
。
穆
宗
用
太
祖
議
。
擅
置
牌
號
者
寘
于
法
。
自
是
號
令

乃
一
。
民
聴
不
疑
矣
。
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こ
の
二
つ
の
記
事
を
照
合
す
る
と
穆
宗
の
統
一
以
前
の
女
真
社
会
は
次
の
如
く
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
部
長
（
勃
菫
）
の
上
部
に
都
部

長
が
お
り
、
彼
は
信
牌
を
配
置
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。
こ
れ
が
一
つ
の
勢
力
を
形
成
し
、
か
か
る
勢
力
は
い
く
つ
か
あ
っ
た39

。

一
方
、
阿
疎
勃
菫
は
徒
単
部
詐
都
勃
菫
と
長
を
争
っ
た
こ
と
を
示
し
て
、
阿
疎
伝
（『
金
史
』
巻
六
十
七
）
に
は
次
の
記
事
が
あ
る
。

阿
疎
既
為
勃
菫
。
嘗
與
徒
単
部
詐
都
勃
菫
争
長
。
粛
宗
治
之
、
乃
長
阿
疎
。

両
者
と
も
に
勃
菫
の
位
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
争
い
の
的
と
な
っ
た
「
長
」
は
勃
菫
の
上
に
立
つ
長
と
な
る
。
こ
れ
こ
そ
信
牌
配
置

権
を
持
っ
た
都
部
長
の
位
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
先
述
の
部
長
―
都
部
長
体
制
は
、
三
十
部
女
真
に
お
い
て
も
あ
る
程
度
当
て
は
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
官
属
に
つ
い
て
見
よ
う
。
こ
の
官
属
に
つ
い
て
、『
金
史
』
に
次
の
よ
う
な
例
を
他
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。『
金
史
』
世
紀

の
景
祖
の
条
に
、
景
祖
が
「
生
女
真
節
度
使
」
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
あ
と
、

既
為
節
度
使
、
有
官
属
、
紀
綱
漸
立
矣
。

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
遼
よ
り
「
節
度
使
」
に
任
命
さ
れ
た
事
に
よ
っ
て
官
属
紀
綱
が
整
っ
た
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
遼
に
よ

る
任
命
と
官
属
紀
綱
と
の
間
に
あ
っ
た
密
接
な
関
係
を
推
測
し
う
る
。

他
方
、
長
白
山
三
十
部
女
真
も
遼
よ
り
官
職
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。『
遼
史
』
の
本
紀
に
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開
泰
元
年
正
月
（
己
巳
）。
長
白
山
三
十
部
女
直
酋
長
来
貢
、
乞
授
爵
。（『
遼
史
』
巻
十
五
、
聖
宗
紀
六
）

と
あ
り
、
さ
ら
に

重
熙
十
七
年
六
月
（
辛
卯
）。
長
白
山
太
師
柴
葛
…
…
来
貢
方
物
。（『
遼
史
』
巻
二
十
、
康
宗
紀
三
）

と
あ
る
。
こ
れ
よ
り
、
開
泰
元
年
（
一
〇
一
二
）
に
長
白
山
三
十
部
が
遼
に
爵
を
乞
い
、
重
熙
十
七
年
（
一
〇
四
八
）
に
長
白
山
太
師
と
称

す
る
も
の
が
来
貢
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。

太
師
に
つ
い
て
は
、『
金
史
』
世
紀
に
次
の
様
に
あ
る
。

遼
人
呼
節
度
使
為
太
師
。

ま
た
、『
松
漠
紀
聞
』
に
も
次
の
よ
う
に
あ
る
。

江
（
混
同
江
）
之
北
為
生
女
真
。
亦
臣
于
契
丹
。
後
有
酋
豪
、
受
其
宣
命
為
首
領
者
、
號
太
師
。

こ
れ
に
よ
り
遼
帝
か
ら
節
度
使
、
ま
た
は
首
領
に
宣
命
さ
れ
た
も
の
を
太
師
と
呼
ん
だ
こ
と
が
判
る
が
、
そ
の
太
師
を
称
す
る
者
が
来

貢
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
長
白
山
三
十
部
女
真
も
金
室
完
顔
部
と
同
じ
く
遼
か
ら
節
度
使
を
任
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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以
上
を
纏
め
て
見
る
に
、
阿
疎
の
勢
力
す
な
わ
ち
、
長
白
山
三
十
部
女
直
は
、
信
牌
配
置
権
を
持
つ
都
部
長
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、

金
室
が
後
に
遼
か
ら
の
任
命
に
よ
っ
て
そ
の
勢
力
を
認
め
ら
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
十
一
世
紀
前
半
（
一
〇
一
二
〜
一
〇
四
八
）、
そ
の

勢
力
は
遼
に
よ
っ
て
容
認
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
官
属
制
度
も
、
そ
の
任
命
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
つ
ぎ

に
窩
謀
罕
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　
　

窩
謀
罕

窩
謀
罕
は
烏
春
と
共
に
、
金
室
の
世
祖
と
抗
争
し
た
。
し
か
し
、
烏
春
が
先
に
死
去
し
、
世
祖
が
大
軍
を
率
い
て
来
攻
す
る
に
及
ぶ

と
、
遼
に
訴
え
仲
裁
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
詳
し
い
事
は
、
前
節
で
述
べ
た
。
今
、
問
題
と
す
る
の
は
、
窩
謀
罕
と
烏
春
の
住
地
で
あ

る
。松

井
等
は
「
満
洲
に
お
け
る
金
の
疆
域
」
に
て
、「
烏
春
は
今
の
瑚
爾
喀
河
の
上
流
地
方
こ
と
に
今
の
寧
古
塔
以
南
の
地
を
領
し
ゐ
た

る
な
る
べ
し40

」
と
し
た
。
一
方
、
暮
稜
水
の
件
で
姑
里
甸
の
援
兵
を
出
し
た
の
は
、
既
述
の
ご
と
く
窩
謀
罕
で
あ
る
な
ら
ば
、
窩
謀
罕

の
住
地
は
、
烏
春
領
地
の
北
に
あ
た
る
寧
古
塔
か
ら
姑
里
甸
に
か
け
て
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
す
れ
ば
二
人
の
勢
力
範
囲
は
か
つ
て
の
渤

海
上
京
龍
泉
府
、
の
ち
の
兀
惹
城
の
あ
っ
た
地
域
で
あ
り
、
兀
惹
が
そ
の
勢
力
を
失
っ
た
後
、
鐵
利
が
拠
っ
た
地
方
で
あ
る
。
そ
こ
で

次
に
、
鐵
利
（
鐵
驪
）
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

鐵
驪
と
遼
と
の
交
渉
を
見
て
み
る
に
、
鐵
驪
が
兀
惹
城
へ
遷
っ
た
の
は
、
お
お
よ
そ
統
和
末
年
か
ら
開
泰
初
年
（
一
〇
一
二
）
の
頃
で

あ
る41

。
そ
れ
か
ら
二
十
年
の
間
、
来
貢
が
あ
る
が
、
太
平
九
年
（
一
〇
二
九
）
を
最
後
に
し
て
、
し
ば
ら
く
途
絶
え
、
重
熙
十
六
年

（
一
〇
四
七
）
に
な
っ
て
突
如
、
来
貢
が
あ
る
。
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鐵
驪
仙
門
来
朝
。
以
前
此
未
嘗
入
貢
、
仍
加
右
監
門
衛
大
将
軍
。（『
遼
史
』
巻
七
十　

属
國
表
）

こ
れ
に
よ
り
、
長
ら
く
な
か
っ
た
来
貢
で
、
鐵
驪
の
仙
門
は
右
監
門
衛
大
将
軍
職
を
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
、
こ

れ
以
後
、
来
貢
は
ま
す
ま
す
途
絶
え
が
ち
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
重
熙
十
六
年
（
一
〇
四
七
）
に
鐵
驪
（
利
）
は
、
遼
よ
り
任
官
さ
れ
、
そ
の
勢
力
を
容
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

再
び
烏
春
に
つ
い
て
見
よ
う
。
彼
は
金
室
景
祖
期
（
一
〇
二
一
生
〜
一
〇
七
五
没
）
に
す
で
に
部
長
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
一
〇
七
五

年
ま
で
に
烏
春
が
勃
菫
で
あ
る
な
ら
ば
（
す
な
わ
ち
成
人
で
あ
る
な
ら
ば
）、そ
の
生
年
は
遅
く
と
も
遼
の
清
寧
元
年
（
一
〇
五
五
）
以
前
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
年
次
は
、
鐵
驪
仙
門
の
来
貢
の
年
次
（
一
〇
四
七
）
と
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
烏
春
、
窩
謀
罕
の
勢
力
が
、

か
つ
て
の
鐵
驪
の
残
部
で
あ
る
可
能
性
は
充
分
あ
る
。
も
し
鐵
驪
に
烏
春
・
窩
謀
罕
の
勢
力
が
繋
が
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
遼
よ
り
調
停

を
受
け
た
窩
謀
罕
の
勢
力
も
、
阿
疎
の
場
合
と
同
じ
く
、
遼
か
ら
任
命
さ
れ
て
そ
の
勢
力
を
容
認
さ
れ
て
い
た
そ
れ
と
繋
が
る42

。

鐵
驪
の
勢
力
が
名
実
共
に
備
わ
り
、
遼
へ
盛
ん
に
来
貢
し
た
の
は
、
太
平
二
年
（
一
〇
二
二
）
以
前
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
、
と
く
に
重

熙
十
六
年
以
降
と
な
る
と
、
そ
の
来
貢
は
途
絶
え
が
ち
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
長
白
山
三
十
部
女
直
の
勢
力
が
遼
よ
り
容
認
さ
れ
た

（
官
爵
を
与
え
ら
れ
た
）
時
期
が
、
統
和
三
十
年
（
開
泰
元
年
、
一
〇
一
二
）
で
あ
り
、
重
熙
十
七
年
（
一
〇
四
八
）
以
後
、
そ
の
名
は
途
絶
え
て

見
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
両
勢
力
が
力
を
持
っ
た
の
は
十
一
世
紀
前
半
ま
で
と
見
て
よ
い
。
一
方
、
金
室
完
顔
部
が
遼
よ
り
、
そ
の

勢
力
を
認
め
ら
れ
た
の
は
景
祖
期
（
一
〇
四
〇
？
〜
一
〇
七
四
）
の
間
で
あ
り
、
勢
力
伸
張
は
そ
れ
（
十
一
世
紀
後
半
）
以
後
で
あ
る
と
す
れ

ば
、
先
の
両
勢
力
と
金
室
の
勢
力
の
盛
時
に
は
、
ズ
レ
が
あ
る
。

し
か
し
、
先
の
両
勢
力
が
、
十
一
世
紀
後
半
に
な
っ
て
も
、
か
つ
て
遼
か
ら
授
か
っ
た
官
職
を
伝
統
的
権
威
と
な
し
、
そ
の
勢
力
を
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残
存
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
遼
か
ら
旧
渤
海
の
東
北
地
方
を
見
れ
ば
、
十
一
世
紀
後
半
に
は
、
自
ら

が
授
け
た
官
職
と
共
に
三
つ
の
勢
力
が
併
存
し
て
い
た
、
い
や
、
少
な
く
と
も
併
存
す
る
こ
と
が
遼
の
意
図
す
る
所
だ
っ
た
と
も
言
え

る
。
遼
に
よ
る
調
停
は
か
か
る
意
図
を
持
っ
て
為
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
金
室
完
顔
部
が
遼
よ
り
容
認
さ
れ
た
軍
事
権
の
限

界
は
、
か
か
る
遼
の
意
図
を
満
足
さ
せ
る
も
の
、
乃
ち
遼
が
容
認
し
た
他
の
勢
力
を
金
室
が
侵
犯
し
な
い
範
囲
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る43

。

以
上
、
こ
の
章
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
纏
め
る
。
金
室
完
顔
部
は
、
遼
よ
り
、
軍
事
的
特
権
を
認
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
少
な

く
と
も
鷹
路
平
定
を
中
心
に
、
他
の
遼
の
容
認
し
た
勢
力
、
す
な
わ
ち
長
白
山
三
十
部
女
直
、
ま
た
、
伝
統
的
に
遼
に
臣
従
し
た
鐵
驪

の
残
部
と
見
ら
れ
う
る
集
団
を
侵
さ
な
い
範
囲
の
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
続
い
て
こ
の
軍
事
的
特
権
が
具
体
的
に
い
か
な
る
形
で
遼

か
ら
認
め
ら
れ
た
も
の
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

第
三
章　

金
室
完
顔
部
の
軍
事
的
特
権
に
つ
い
て

こ
の
章
に
て
、
金
室
完
顔
部
の
軍
事
的
特
権
が
具
体
的
に
、
い
か
な
る
形
で
遼
よ
り
認
め
ら
れ
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
し
か

し
、
そ
の
前
に
ま
ず
こ
の
軍
事
権
が
い
つ
頃
か
ら
認
め
ら
れ
た
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
（
第
一
節
）。
そ
の
次
に
そ
の
本
来
の

具
体
的
な
形
に
つ
い
て
述
べ
（
第
二
節
）、
続
い
て
そ
の
経
済
的
側
面
に
つ
い
て
触
れ
る
（
第
三
節
）。

第
一
節　

遼
容
認
の
軍
事
権
の
起
源

こ
の
軍
事
権
は
「
少
な
く
と
も
鷹
路
」
平
定
の
軍
事
権
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
鷹
路
中
心
に
見
て
大
過
は
な
い
だ
ろ
う
。
鷹
路
は
遼
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の
本
土
か
ら
女
真
（
金
室
完
顔
部
）
域
を
介
し
五
国
部
方
面
へ
と
至
る
路
で
あ
る
。
そ
の
論
拠
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、『
契
丹
國
志
』
巻

十
、
天
祚
紀
上
に
次
の
様
に
あ
る
。

五
國
之
東
接
大
海
。
出
名
鷹
。
…
…
謂
之
海
東
青
。
遼
人
酷
愛
之
。
歳
歳
求
之
女
真
。
女
真
至
五
國
。
戦
闘
而
後
得
…
…
。

こ
れ
よ
り
鷹
路
は
五
国
部
へ
の
通
路
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
五
国
地
方
は
、
遼
の
兀
惹
征
伐
（
統
和
十
三
年
、
九
九
五
）
以
後
、
遼
へ

通
じ
、
朝
貢
を
始
め
た
こ
と
は
第
一
章
に
て
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
鷹
路
に
於
け
る
金
室
完
顔
部
の
軍
事
権
も
こ
れ
以

前
に
は
遡
れ
ま
い
。

一
方
、『
金
史
』
で
は
、
景
祖
が
石
顕
を
遼
へ
献
じ
た
こ
と
が
、
鷹
路
平
定
権
行
使
の
最
も
早
い
例
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
年
次
は

定
か
に
し
難
い
。
こ
の
後
、「
五
國
蒲
聶
部
節
度
使
・
拔
乙
門
」
の
討
伐
と
、
そ
の
功
に
よ
る
「
節
度
使
」
の
任
命
が
あ
る
。
そ
し
て
次

の
「
五
國
没
撚
部
・
謝
野
勃
菫
」
の
討
伐
に
至
り
、
は
じ
め
て
そ
の
年
次
が
明
ら
か
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
遼
咸
雍
十
年
（
一
〇
七
四44

）

で
あ
る
。
一
方
景
祖
の
生
年
が
遼
太
平
元
年
（
一
〇
二
一
）
で
あ
る
か
ら
、
景
祖
に
よ
る
石
顕
等
の
討
伐
は
、
こ
の
間
の
こ
と
に
間
違
い

な
く
、
と
く
に
重
熙
十
年
代
（
一
〇
四
〇
年
代
）
以
後
、
咸
雍
十
年
（
一
〇
七
四
）
に
至
る
ま
で
の
間
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
『
遼
史
』
に
よ
れ
ば
、
遼
の
咸
雍
五
年
十
一
月
（
一
〇
六
九
）
に
五
國
剖
阿
里
部
が
叛
し
て
お
り
、
左
夷
離
畢
䔥
素
颯

が
こ
れ
を
討
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、『
金
史
』
の
い
う
五
國
蒲
聶
部
節
度
使
拔
乙
門
の
叛
は
、
あ
る
い
は
こ
れ
の
事
か
と
思
わ
れ
る

が
、『
遼
史
』
に
は
、
単
に

五
國
部
阿
里
部
叛
。
命
䔥
素
颯
討
之
。（『
遼
史
』
巻
二
十
二
道
宗
本
紀
）
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と
あ
る
の
み
で
、
遼
軍
が
直
接
討
伐
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
金
室
完
顔
部
の
活
躍
が
あ
っ
た
の
か
、
つ
か
み
得
な
い
。
た
だ
し
、
こ

れ
以
後
、
契
丹
軍
が
五
国
部
を
討
伐
し
た
可
能
性
を
窺
わ
す
記
事
は
、『
遼
史
』
に
見
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
頃
、
お
お
よ
そ
重
熙
十
年
代
（
一
〇
四
〇
年
代
）
か
ら
、
咸
雍
年
間
（
一
〇
六
五
〜
一
〇
七
四
）
の
間
に
、
鷹
路
の
軍

事
権
は
金
室
完
顔
部
に
移
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

他
方
、
鷹
路
地
方
に
お
け
る
金
室
完
顔
部
の
軍
事
権
の
背
景
に
は
、
軍
事
力
の
卓
越
性
が
要
求
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
軍
事
力
の
充

実
と
い
う
側
面
か
ら
、
そ
の
起
源
の
時
期
を
見
る
必
要
も
あ
ろ
う
。
軍
事
力
に
つ
い
て
は
『
金
史
』
世
紀
・
景
祖
の
条
に
次
の
様
に
あ

る
。

生
女
直

無
鐵
。
隣
國
有
以
甲
冑
来
鬻
者
。
傾
資
厚
賈
以
與
貿
易
。
亦
令
昆
弟
族
人
皆
售
之
。
得
鐵
既
多
。
因
之
以
修
弓
矢
、
備

器
械
。
兵
勢
稍
振
。
前
後
願
附
者
衆
。
斡
泯
水
蒲
察
部
…
…
皆
相
継
来
附
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
女
直
に
は
鉄
が
無
く
、
金
室
は
交
易
を
し
て
、
鉄
器
甲
冑
を
買
っ
て
鉄
を
集
め
、
次
第
に
そ
の
軍
事
力
を
強
め
た

と
あ
る
。
当
時
、
女
直
世
界
に
お
い
て
は
、
鉄
器
甲
冑
は
、
手
に
入
れ
難
き
、
貴
重
品
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
『
契
丹
國
志
』

巻
九
・
道
宗
紀
に
次
の
様
に
あ
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
。

（
遼
）
酷
喜
海
東
青
。
遣
使
徴
求
。
絡
繹
於
道
。
加
以
使
人
縦
暴
、
多
方
貪
婪
。
女
真
浸
忿
之
。
然
苦
無
戦
甲
。
至
壽
昌
二
年

（
一
〇
九
六
）、
國
舅
䔥
解
里
、
叛
于
女
真
。
始
得
甲
五
百
副
。
女
真
大
喜
。
…
…
自
後
於
海
濱
王
（
天
祚
帝
）
之
時
。
興
師
謀
反
。
纔

有
千
騎
。
用
其
五
百
甲
攻
破
寧
江
州
。
累
戦
累
勝
。
器
甲
益
備
。
而
女
真
始
強
、
不
可
禦
矣
。
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対
遼
挙
兵
に
あ
た
っ
て
、
女
真
が
戦
甲
の
無
き
こ
と
に
苦
し
み
、
そ
れ
が
䔥
解
里
の
叛
（
一
〇
九
六
）
で
手
に
入
っ
て
、
は
じ
め
て
力

を
得
た
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
軍
事
力
の
要
素
と
し
て
鉄
器
甲
冑
の
数
量
は
、
当
時
の
女
真
に
お
い
て
大
き
い
意
味
を
持
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ

は
多
分
に
兵
員
の
数
が
持
つ
以
上
に
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
金
室
完
顔
部
が
対
遼
挙
兵
を
為
し
た

と
き
の
兵
力
が
右
の
『
契
丹
國
志
』
巻
九
に
あ
る
よ
う
に
わ
ず
か
千
騎
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
他
部
攻
略
の
過
程
に
お
い
て
も
、
そ
の

資
産
を
獲
得
す
る
様
子
が
、
た
び
た
び
見
え
て
も
、
兵
員
を
増
強
し
よ
う
と
す
る
様
子
が
鮮
明
に
は
見
え
な
か
っ
た
事
か
ら
も
推
測
さ

れ
る45

。
軍
事
力
に
て
は
戦
甲
の
数
が
多
大
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
貿
易
に
よ
っ
て
入
手
さ
れ
た
。
つ
ま
り
軍
事
力
が
卓
越

す
る
に
は
、
経
済
的
卓
越
性
が
要
求
さ
れ
る
。
金
室
完
顔
部
が
経
済
的
に
裕
福
で
あ
っ
た
事
は
後
で
触
れ
る
。

こ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
た
軍
事
力
は
景
祖
期
の
戦
果
に
如
実
に
顕
れ
て
く
る
。
た
と
え
ば
石
顕
の
討
伐
時
に
は
、
力
だ
け
で
も
っ
て
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
鷹
路
阻
絶
の
嫌
疑
を
石
顕
に
か
け
て
遼
主
が
直
接
彼
の
忠
誠
心
を
質
す
場
に
誘
い
出
し
、
辺
地
に
流
刑

さ
せ
る
と
言
う
詭
計
に
て
そ
の
目
的
を
達
成
し
た
。

景
祖
攻
之
。
不
能
克
、
景
祖
自
度
不
可
以
力
取
。
遂
以
詭
計
取
之
。
乃
以
石
顕
阻
絶
海
東
路
、
請
於
遼
。
…
…
流
石
顕
於
邊
地
。

（『
金
史
』
石
顕
伝
）

と
こ
ろ
が
そ
の
あ
と
に
続
く
、
五
國
蒲
聶
部
節
度
使
拔
乙
門
の
討
伐
の
時
に
は
、
計
と
力
の
両
方
を
使
っ
て
い
る
。

遼
人
将
討
之
。
先
遣
同
斡46

来
諭
旨
。
景
祖
曰
「
可
以
計
取
。
若
用
兵
、彼
将
走
保
険
阻
。
非
歳
月
可
平
也
」。
遼
人
従
之
。
蓋
景
祖
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終
畏
遼
兵
之
入
其
境
也
。
故
自
以
為
功
。
於
是
、
景
祖
陽
與
拔
乙
門
為
好
。
而
妻
子
為
質
、
襲
而
擒
之
。
獻
於
遼
主
。（『
金
史
』
世

紀
）

次
の
遼
咸
雍
十
年
の
五
國
没
撚
部
謝
野
孛
菫
の
討
伐
の
時
に
は
、
も
は
や
計
を
用
い
ず
、
力
戦
し
て
い
る
。

景
祖
伐
之
。
謝
野
来
禦
。
景
祖
被
重
鎧
。
率
衆
力
戦
。
謝
野
兵
敗
走
拔
里
邁

…
…
至
部
巳
憊 

。
即
往
見
遼
邊
将
達
魯
骨
。
自
陳

敗
謝
野
功
。（『
金
史
』
世
紀
）

重
い
鎧
を
着
け
て
力
戦
し
、
こ
う
し
て
、
謝
野
を
敗
走
さ
せ
た
功
を
遼
（
寧
江
州
の
）
邊
将
に
報
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
最
終
的
戦
勝

に
及
ば
な
か
っ
た
も
の
の
力
で
も
っ
て
善
戦
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
金
室
完
顔
部
の
軍
事
力
が
鷹
路
や
周
辺
諸
部
の
そ
れ
に
卓
越
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
景
祖
後
期
、
お
お
よ
そ
五
國
没

撚
部
謝
野
孛
菫
討
伐
（
一
〇
七
四
）
あ
た
り
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
ま
と
め
て
み
る
に
、
軍
事
力
の
面
か
ら
見
る
と
、
鷹
路
平
定
に
か
か
わ
る
軍
事
権
の
起
源
は
遼
の
咸
雍
八
年
（
一
〇
七
四
）
前
後

に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
と
く
に
蒲
聶
部
節
度
使
拔
乙
門
の
討
伐
の
功
に
よ
る
「
節
度
使
」
任
命
あ
た
り
が
そ
う
で
あ
る
可
能
性
が
窺

わ
れ
る47

。

つ
ぎ
に
、
こ
の
軍
事
権
が
本
来
、
い
か
な
る
形
で
与
え
ら
れ
た
か
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
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第
二
節　

軍
事
権
の
本
来
的
形
態

最
初
に
、
対
遼
挙
兵
の
時
、
ま
た
は
挙
兵
直
前
に
お
け
る
軍
事
力
動
員
の
様
子
を
見
て
、
続
い
て
鷹
路
に
来
る
遼
使
の
様
子
を
探
り
、

こ
の
両
者
の
関
係
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

　
　
　

⑴　

挙
兵
時
前
後
に
お
け
る
軍
事
力
動
員
の
様
子

当
時
の
軍
事
力
動
員
の
様
子
を
伝
え
る
史
料
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

一
、『
金
史
』
巻
四
十
四
、
兵
志

　

  

金
之
初
年
。
諸
部
之
民
無
它
徭
役
。
壮
者
皆
兵
。
平
居
即
聴
以
佃
漁
射
猟
習
為
労
事
。
有
警
則
下
令
部
内
、
及
遣
使
詣
諸
孛
菫

徴
兵
。
凡
歩
騎
之
仗
粮
皆
取
備
焉
。
其
部
長
曰
孛
菫
。
行
兵
即
稱
曰
猛
安
・
謀
克
。
従
其
多
寡
以
為
號
。
猛
安
者
千
夫
長
也
。

謀
克
者
百
夫
長
也
。

二
、『
契
丹
國
志
』
巻
十
、　

天
祚
紀
・
上
、　

天
慶
四
年

　

  

初
女
真
之
用
師
皆
騎
兵
。
旗
幟
之
外
、
各
有
字
號
、
小
木
牌
。
繋
人
馬
上
為
號
。
五
十
人
為
一
隊
。
前
二
十
人
全
装
重
甲
、
持
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鎗
或
棍
棒
。
後
三
十
人
軽
甲
操
弓
矢
。
毎
遇
敵
、
有
一
二
人
躍
馬
而
出
。
先
観
陣
之
虚
実
。
或
向
其
左
右
前
後
、
結
陣
而
馳
撃

之
。
百
歩
之
外
、
弓
矢
齊
發
、
無
不
中
者
。

三
、『
三
朝
北
盟
會
編
』
巻
之
三

・  

其
官
名
則
以
九
曜
二
十
八
宿
為
號
。
曰
諳
版
孛
極
烈
、
大
官
人
。
孛
極
烈
、
官
人
。
其
職
曰

母
、
萬
戸
。
萌
眼
、
千
戸
。
毛

毛
可
、
百
人
長
。
蒲
里
偃48

、
牌
子
頭
。

・  

其
法
律
吏
治
、
別
無
字
。
刻
木
為
契
。
謂
之
刻
字
。
賦
歛
（
賦
斂
）
調
度
皆
刻
箭
為
號
。
事
急
三
刻
之
。

・  

其
用
兵
、
則
戈
為
前
行
。
人
號
曰
硬
軍
。
人
馬
皆
全
甲
。
…
…
隊
伍
之
法
、
什
・
伍
・
百
皆
有
長
。
伍
長
撃
柝
、
什
長
執
旂
、

百
長
挟
鼓
、
千
長
則
旂
幟
、
金
鼓
悉
備
。

以
上
を
行
軍
組
織
と
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
如
く
な
ろ
う
か
。

伍
長
の
も
と
に
、
四
人
の
兵
が
あ
り
、
こ
れ
が
二
つ
合
わ
さ
っ
て
什
長
が
そ
れ
を
統
率
し
、
こ
こ
に
十
人
単
位
の
兵
組
織
が
で
き
る
。

こ
れ
が
五
つ
集
ま
っ
て
、
五
十
人
で
一
団
と
な
る
。
う
ち
二
十
人
は
硬
軍
を
称
し
て
重
甲
を
被
る
。
残
り
三
十
人
は
軽
装
に
て
弓
矢
を

持
つ
。
そ
し
て
、
こ
の
五
十
人
単
位
の
軍
団
は
蒲
里
偃
に
よ
っ
て
統
率
さ
れ
る
。
各
蒲
里
偃
は
牌
子
を
持
ち
、
そ
れ
が
小
木
牌
子
だ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
五
十
人
が
二
つ
合
わ
さ
っ
て
、
謀
克
の
指
揮
下
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
軍
が
発
動
さ
れ
る
様
子
を
見
る
に
、
そ
の
折
に
は
本
部
（
金
室
完
顔
部
）
よ
り
檄
が
飛
ぶ
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
単
位
は
各

孛
菫
だ
っ
た
事
が
、『
金
史
』
兵
志
の
条
よ
り
判
る
。
そ
の
檄
は
、「
刻
字
」
と
称
さ
れ
、
箭
に
一
つ
の
刻
、
急
時
は
三
刻
さ
れ
た
も
の
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だ
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
刻
字
は
賦
斂
調
度
の
號し

る
しで

も
あ
っ
た
こ
と
が
、『
三
朝
北
盟
會
編
』
の
記
事
よ
り
判
る
。

従
っ
て
、
各
孛
菫
は
、
軍
事
面
だ
け
で
な
く
財
政
面
に
お
い
て
も
、
一
つ
の
単
位
と
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

な
お
、
先
に
行
軍
組
織
で
見
た
蒲
里
偃
は
牌
子
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の
牌
子
は
「
刻
字
」
に
同
じ
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
さ
す
れ

ば
、
蒲
里
偃
は
孛
菫
が
行
軍
時
に
冠
し
た
名
で
あ
り
、
蒲
里
偃
が
二
つ
一
緒
に
な
っ
た
一
方
が
謀
克
を
称
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
当
時
、
信
牌
制
と
称
す
る
も
の
が
あ
り49

、
穆
宗
以
後
、
完
顔
部
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
刻
字
に
同
じ

も
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
の
こ
と
が
言
え
る
な
ら
ば
、
次
の
様
に
な
ろ
う
。

金
室
完
顔
部
は
、
各
孛
菫
に
信
牌
を
配
置
し
た
。
そ
れ
は
、
各
孛
菫
か
ら
、
完
顔
部
が
兵
馬
の
徴
集
（
軍
事
権
）
と
賦
斂
調
度
（
財
政

権
）
を
求
め
る
も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
と
共
に
、
各
孛
菫
を
し
て
、
そ
の
内
部
に
そ
れ
ら
を
要
求
す
る
権
利
を
認
め
る
も
の
で
あ
っ

た
。
以
上
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

次
に
鷹
路
に
来
る
遼
使
に
つ
い
て
見
る
。

　
　
　

鷹
路
と
遼
使

遼
使
が
鷹
路
に
来
る
様
子
を
伝
え
た
記
事
に
、『
三
朝
北
盟
會
編
』
巻
之
三
が
あ
る
。

海
東
青
者
出
五
國
、
…
…
必
求
之
女
真
。
毎
歳
、
外
鷹
坊
子
弟
趣
女
真
、
發
甲
馬
千
餘
。
入
五
國
界
、
即
東
海
巣
窟
、
取
之
。
與

五
國
戦
闘
而
後
得
。
女
真
不
勝
其
擾
。
…
…
又
有
使
者
、
號
天
使
、
佩
銀
牌
。
毎
至
其
國
、
必
欲
薦
枕
者
。
其
國

輪
中
下
戸
、

作
止
宿
處
、
以
未
出
室
女
侍
之
。
後
使
者
絡
繹
。
恃
大
國
使
命
。
惟
擇
美
好
婦
人
、
不
問
其
有
夫
、
及
閥
閲
高
者
。
女
真
浸
忿
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、
海
東
青
（
鷹
の
名
）
を
捕
ら
え
に
、
鷹
坊
子
弟
が
女
真
に
赴
き
、
甲
馬
千
餘
を
発
し
て
、
五
国
の
領
域
に
至
り
、
戦

闘
し
て
捕
ら
え
た
と
あ
る
。
ま
た
、
銀
牌
を
佩
い
た
天
使
と
称
す
る
使
者
が
来
る
と
、「
枕
を
薦
め
る
婦
女
を
求
め
た
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
鷹
坊
子
弟
が
甲
馬
千
餘
を
女
真
に
徴
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、
次
の
如
き
記
事
を

『
燕
北
録
』
に
見
出
す
。

木
刻
子
牌
約
有
一
十
二
道
…
…
左
面
刻
作
七
刻
。
取
其
本
國
已
歴
七
世
也50

。
右
面
刻
作
一
刻
。
…
…

以
来
、
毎
遇
往
女
眞
・
達
靼
國
。
取
要
物
色
。
抽
發
兵
馬
。
用
此
牌
信
。
帯
在
腰
間
左
邊
、
走
馬
。

其
二
國
験
認
為
信
。

付
図
そ
の
二
﹇
木
刻
子
牌
図
﹈（『
燕
北
録
』『
說
郛
』
所
収
）

す
な
わ
ち
、
木
刻
子
牌
と
称
さ
れ
る
も
の
が
女
真
と
達
靼
の
十
二
道
に
配
置
さ
れ
、
こ
れ
を
帯
び
た
使
者
は
、
こ
の
二
国
で
物
色
取

要
し
、
兵
馬
抽
発
し
た
と
あ
る
。『
燕
北
録
』
は
、
契
丹
の
道
宗
、
清
寧
四
年
（
一
〇
五
八
）
頃
の
様
子
を
中
心
に
記
し
て
あ
る
か
ら
、
鷹

路
に
お
い
て
、
金
室
完
顔
部
が
次
第
に
権
限
を
握
っ
て
く
る
前
に
あ
た
り
、
そ
れ
以
後
の
様
子
を
直
接
示
す
も
の
で
は
無
い
。
し
か
し
、

『
三
朝
北
盟
会
編
』
の
記
事
も
『
燕
北
録
』
の
記
事
も
，と
も
に
兵
馬
や
物
資
を
徴
発
す
る
権
限
を
示
す
牌
の
機
能
に
つ
い
て
述
べ
て
お

り
、
同
一
の
も
の
、
ま
た
は
そ
う
で
な
い
と
し
て
も
、
同
系
統
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
鷹
坊
子
弟
も
、
木
刻
子
牌
ま
た

は
、
同
様
の
も
の
を
持
っ
て
至
り
、
金
室
完
顔
部
は
遼
よ
り
か
か
る
牌
の
一
面
を
授
か
っ
て
い
て
、
も
っ
て
照
合
を
な
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。

さ
て
そ
う
と
す
る
と
、
牌
の
一
面
を
授
か
っ
た
金
室
完
顔
部
は
、
遼
の
鷹
使
の
到
来
に
応
じ
て
、
そ
の
支
配
域
内
に
甲
馬
物
色
の
徴



立命館東洋史學　第 43號

232

集
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
遼
が
金
室
に
付
与
し
た
特
権
の
原
点
は
こ
れ
で
あ
り
、
さ
ら
に
先
に
述
べ
た
金
室
完
顔
部
に
よ
る
、
そ
の

支
配
域
内
各
孛
菫
へ
の
信
牌
配
置
権
の
容
認
を
も
た
ら
し
た
と
見
ら
れ
る
。

以
上
、
こ
の
節
で
述
べ
た
所
を
ま
と
め
る
。
金
室
完
顔
部
は
、
遼
の
鷹
使
の
到
来
に
応
対
す
る
た
め
に
、
そ
の
内
部
に
対
し
て
、
軍

事
・
財
政
両
面
の
権
限
が
認
め
ら
れ
た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
各
孛
菫
に
対
す
る
金
室
完
顔
部
の
信
牌
配
置
権
で
あ
る
。
第
二
章
で
見

た
、「
少
な
く
と
も
鷹
路
」
に
関
し
て
言
え
る
軍
事
権
は
、
こ
の
信
牌
配
置
権
の
う
ち
の
軍
事
面
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、「
少
な
く
と
も
鷹
路
」
平
定
の
軍
事
権
の
本
来
の
具
体
的
姿
（
原
像
）
は
、
こ
こ
に
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ

の
こ
と
が
言
え
る
な
ら
ば
、
金
室
完
顔
部
は
、
鷹
路
に
関
し
て
軍
事
権
だ
け
で
無
く
、
財
政
権
も
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
つ
ぎ
に
、

こ
の
点
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

第
三
節　

そ
の
財
政
的
側
面

金
室
完
顔
部
が
早
く
景
祖
期
よ
り
、
裕
福
で
あ
り
、
他
部
に
比
し
て
経
済
的
に
優
越
し
た
状
態
で
あ
っ
た
事
は
、『
金
史
』
世
紀
や
列

伝
に
散
見
す
る
所
で
あ
る
。
今
、
そ
れ
ら
を
数
例
あ
げ
て
み
よ
う
。

・  

景
祖
…
…
推
財
與
人
。
分
食
、
解
衣
、
無
所
吝
。

・  

其
後
、
訕
者
力
屈
来
降
。
厚
賜
遣
還
。
…
…
曷
懶
水
有
率
衆
降
者
。
録
其
歳
月
姓
名
、
即
遣
去
。
俾
得
其
故
。
人
以
此
、
益
信

服
之
。

（
以
上
、『
金
史
』
世
紀
）

・  

烏
春
…
…
因
歳
歉
、
策
杖
負
檐
、
與
其
族
属
、
来
帰
。（『
金
史
』
巻
六
十
七
、　

烏
春
伝
）
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・  

景
祖
時
…
…
留
邈
孫
（
耶
懶
路
完
顔
部
人
）
歳
余
。
厚
其

廩
飲
食
、
善
遇
之
。
及
還
、
以
弊
帛
數

為
贈
、
結
其
厚
意
。
久
之
、

耶
懶
歳
饑
。
景
祖
與
之
馬
牛
。
為
助
糴
費
、
使
世
祖
往
致
之
。（『
金
史
』
巻
七
十
、
石
土
門
伝
）。

こ
の
よ
う
に
、
景
祖
期
に
お
い
て
、
他
部
に
対
し
て
歳
饑
の
援
助
を
お
こ
な
う
な
ど
、
完
顔
部
は
す
で
に
裕
福
な
様
子
が
窺
わ
れ
、

経
済
的
に
卓
越
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
、
穆
宗
期
に
お
い
て
は
、
納
喝
部
阿
注
阿
が
金
室
完
顔
部
に
叛
き
遼
に
逃
入
せ
ん
と
し
た
と
き
、
次
の
様
に
言
っ
て
い
る
。

・  

庫
金
、
厩
馬
、
與
我
勿
惜
。（『
金
史
』
巻
六
十
八
、
歓
都
伝
）

つ
ま
り
、
庫
の
金
、
厩
の
馬
を
惜
し
む
こ
と
な
く
、
我
に
与
え
よ
と
要
求
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
当
時
の
金
室
完
顔

部
が
財
を
蓄
え
て
い
た
様
子
を
窺
わ
せ
る
。

さ
ら
に
、
生
女
直
、
と
く
に
金
室
完
顔
部
は
、
遼
と
盛
ん
に
交
易
を
行
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
史
料
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
。

・  

故
女
直
以
金
帛
布
、
蜜
蠟
諸
薬
材
…
…
来
易
於
遼
者
、
道
路
繦
属
。（『
遼
史
』
巻
六
十　

食
貨
志
、
下
）

・  

其
市
易
、
則
惟
以
物
博
易
、
無
銭
。

・  

阿
骨
打
…
…
力
農
積
穀
、
練
兵
、
牧
馬
、
外
則
多
市
金
珠
良
馬
。
歳
時
進
奉
、
賂
遺
権
貴
、
以
通
情
好
。
如
此
者
十
餘
年
…
…
。

（
以
上
、『
三
朝
北
盟
會
編
』
巻
之
三
）。

・  

先
是
州
（
寧
江
州
を
謂
う
）
有
榷
場
。
女
真
以
北
珠
、
人
参
、
生
金
、
松
實
、
白
附
子
、
蜜
蝋
、
麻
布
之
類
、
為
市
。
州
人
低
其
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直
、
且
拘
辱
之
。
謂
之
打
女
真
。（『
契
丹
國
志
』
巻
十
六
、
天
祚
紀
〔
同
類
の
こ
と
が
『
松
漠
紀
聞
』
に
も
見
え
る
〕）。

遼
の
寧
江
州
の
、
政
府
専
売
市
場
に
て
、「
女
真
の
産
物
が
廉
価
に
買
い
叩
か
れ
卑
し
め
ら
れ
た
」
と
あ
る
が
、
遼
と
の
交
易
を
金
室

完
顔
部
が
活
発
に
行
っ
て
い
た
様
子
が
こ
れ
ら
か
ら
窺
わ
れ
る
。

か
よ
う
な
る
裕
福
さ51

、
及
び
交
易
の
経
済
的
な
基
盤
に
は
（
鷹
路
平
定
に
伴
う
遼
か
ら
の
褒
賞
下
賜
も
看
過
し
て
は
な
ら
ぬ
点
で
あ
る
が
）
先
の

信
牌
配
置
権
の
持
つ
財
政
面
と
の
関
係
が
指
摘
し
得
よ
う
。

こ
の
章
の
ま
と
め
を
す
る
と
、
遼
よ
り
認
め
ら
れ
た
「
少
な
く
と
も
鷹
路
」
に
関
す
る
軍
事
権
は
、
景
祖
期
後
半
、
と
く
に
遼
に
よ

る
彼
の
節
度
使
授
与
に
そ
の
起
源
が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
、こ
の
軍
事
権
は
遼
使
（
と
く
に
捕
鷹
の
使
者
）
の
応
対
の

た
め
に
認
め
ら
れ
た
信
牌
配
置
権
の
一
面
と
見
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
完
顔
部
が
遼
と
盛
ん
に
交
易
し
、
裕
福
で

あ
っ
た
こ
と
は
、
も
う
一
つ
の
側
面
で
あ
る
財
政
権
に
よ
っ
て
、
説
明
を
付
け
る
こ
と
が
可
能
な
事
、
以
上
と
な
る
。

結　

語

第
一
章
に
て
、
遼
代
に
お
け
る
旧
渤
海
地
方
の
様
子
を
瞥
見
し
、
こ
の
地
域
と
遼
の
境
に
し
て
か
つ
遼
か
ら
旧
渤
海
域
の
内
部
に
至

る
諸
交
渉
路
の
結
節
点
に
金
室
完
顔
部
が
い
た
こ
と
を
見
た
。

第
二
章
に
て
、
こ
れ
ら
の
交
渉
路
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
鷹
路
に
関
す
る
軍
事
権
を
金
室
完
顔
部
が
遼
か
ら
授
与
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

た
だ
し
そ
れ
は
遼
が
認
め
る
他
の
勢
力
を
侵
犯
し
な
い
範
囲
の
も
の
だ
っ
た
こ
と
を
見
た
。
ま
た
遼
を
し
て
旧
渤
海
域
の
内
情
に
疎う

と

か

ら
し
む
策
を
景
祖
期
か
ら
採
り
、
も
っ
て
金
室
が
遼
容
認
の
鷹
路
平
定
権
を
濫
用
し
た
可
能
性
を
『
金
史
』
世
紀
が
示
唆
し
て
い
る
の
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を
見
た
。

第
三
章
で
は
、
こ
の
軍
事
権
が
、
遼
容
認
の
信
牌
配
置
権
の
一
側
面
で
あ
り
、
他
に
財
政
面
で
も
権
限
が
あ
っ
た
事
、
こ
の
二
つ
の

「
推
論
」
が
可
能
な
事
を
見
た
。

金
室
完
顔
部
が
、
旧
渤
海
域
（
宋
と
の
繋
が
り
の
強
い
西
南
部
は
除
く
）
の
女
真
や
ほ
か
の
諸
部
と
遼
を
繋
ぐ
交
渉
路
の
結
節
点
に
居
し
、

そ
こ
で
交
渉
路
の
一
つ
「
鷹
路
」
に
関
す
る
軍
事
平
定
権
を
遼
か
ら
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
ほ
か
の
交
渉
路
を
扼
し
牛
耳
う
る
意
味
を

持
っ
た
。
こ
れ
は
阿
疎
攻
め
の
時
に
、
よ
り
明
示
的
か
つ
具
体
的
に
史
料
に
顕
れ
る
。『
金
史
』
巻
六
十
七
、
阿
疎
の
條
に
は
次
の
様
に

記
す
。阿

疎
聞
穆
宗
以
計
却
遼
使
、
破
其
城
、
殺
狄
故
保
、
復
訴
於
遼
。
遼
使
奚
節
度
使
乙
烈
来
問
状
。
且
使
備
償
阿
疎
。
穆
宗
復
使
主

隈
・
禿
荅
水
人
偽
阻
絶
鷹
路
者
。
而
使
鼈
故
徳
部
節
度
使
言
於
遼
、
平
鷹
路
非
己
不
可
。
遼
人
不
察
也
、
信
之
。
穆
宗
畋
於
土
温

水
、
謂
遼
人
曰
、
我
平
鷹
路
也
。
遼
人
以
為
功
、
使
使
賞
之
。
穆
宗
盡
以
其
物
與
主
隈
・
禿
荅
之
人
。
而
不
復
備
償
阿
疎
。
遼
人

亦
不
復
問
。
阿
疎
在
遼
無
所
帰
。

金
室
完
顔
部
の
穆
宗
が
阿
疎
を
攻
め
る
と
阿
疎
は
こ
れ
を
遼
に
訴
え
、
遼
使
が
仲
裁
に
遣
わ
さ
れ
た
が
、
穆
宗
は
計
を
用
い
て
遼
使
を

追
い
払
い
、
阿
疎
の
城
を
破
っ
て
彼
の
弟
（
狄
故
保
）
を
殺
害
し
た
。
遼
に
逃
れ
て
い
た
阿
疎
が
再
び
遼
に
訴
え
た
こ
と
で
阿
疎
へ
の
償

い
を
命
じ
ら
れ
た
穆
宗
は
、
他
部
族
（
主
隈
・
禿
荅
水
）
の
人
を
使
っ
て
「
鷹
路
阻
害
」
を
装
い
、
遼
に
は
そ
の
平
定
と
騙
っ
て
（
阿
勒
楚

喀
河
に
相
対
し
て
松
花
江
に
流
入
す
る
呼
蘭
河
域
と
池
内
宏
の
推
測
す
る
土
温
水
に
て
）
狩
を
し
、
も
っ
て
「
阿
疎
へ
の
償
い
問
題
」
を
（
遼
に
鷹
路

平
定
と
い
う
重
要
な
役
割
を
金
室
が
担
う
こ
と
を
喚
起
さ
せ
）
不
問
に
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
平
定
の
報
償
と
し
て
遼
よ
り
下
賜
さ
れ
た
物
品
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を
鷹
路
阻
害
の
詭
計
に
加
担
し
た
部
族
民
に
与
え
、
遼
に
身
を
寄
せ
て
い
た
阿
疎
は
帰
る
所
を
失
っ
た
、
と
。

こ
こ
か
ら
窺
え
る
の
は
、
遼
が
阿
疎
と
金
室
完
顔
部
と
の
争
い
に
仲
裁
の
姿
勢
を
採
り
両
者
共
存
を
図
っ
た
も
の
の
、
遼
は
金
室
完

顔
部
が
採
っ
た
策
の
た
め
に
旧
渤
海
域
の
内
情
に
は
疎
く
、
こ
れ
に
乗
じ
る
金
室
完
顔
部
が
仲
裁
の
遼
使
を
退
け
、
鷹
路
平
定
の
権
限

も
濫
用
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
濫
用
に
加
担
し
た
他
部
族
に
鷹
路
平
定
に
伴
う
遼
か
ら
の
褒
賞
下
賜
を
与
え
、
か
か
る
形
で
金
室
完
顔
部

は
力
を
蓄
え
勃
興
し
た
、
と
言
う
側
面
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
遼
と
の
交
渉
路
の
結
節
点
、
し
か
も
そ
こ
が
遼
と
の
境
界
と
い
う
地
政
学
上
の
要
所
に
金
室
完
顔
部
が
拠
点
を
お
い
た
こ

と
に
よ
り
、そ
の
先
に
位
置
す
る
旧
渤
海
域
の
諸
部
と
宗
主
国
「
遼
」
の
間
の
交
渉
を
（
遼
が
当
域
の
内
情
に
通
じ
る
の
を
阻
ん
で
）
牛
耳
り
、

加
え
て
遼
の
威
を
借
り
た
鷹
路
の
軍
事
平
定
権
（
遼
の
無
知
に
乗
じ
た
そ
の
濫
用
も
こ
れ
に
含
む
）
に
て
、
旧
渤
海
域
諸
部
を
平
定
支
配
す
る

構メ
カ
ニ
ズ
ム

造
と
纏
め
え
よ
う
。

こ
う
し
て
支
配
の
基
礎
が
確
立
す
る
や
宗
主
国
へ
叛
旗
を
翻
し
遼
に
挙
兵
し
た
。
遼
に
逃
れ
て
い
た
阿
疎
の
引
渡
し
要
求
と
共
に
、

鷹
路
に
来
る
遼
使
の
貪
吝
縦
傲
ぶ
り
に
堪
え
て
溜
め
た
、
恨
（
怨
恨
）
と
忿
（
忿
懣
）
に
立
つ
と
言
う
の
が
そ
の
大
義
で
あ
っ
た
。

遼
か
ら
満
洲
に
延
び
る
諸
交
渉
路
、
と
く
に
鷹
路
は
、
か
た
や
金
朝
の
「
誕
生
」
に
お
い
て
、「
臍
帯
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
た
と

の
感
も
ま
た
拭
え
な
い
。

注
①　

池
内
宏
著
「
鐵
利
考
」（『
満
鮮
研
究
（
中
世
第
一
冊
）』
岡
書
院
、
一
九
三
三
年
）。

②　

和
田
清
「
兀
惹
考
」・「
定
安
国
に
つ
い
て
」（『
東
亜
史
研
究
（
満
洲
篇
）』
東
洋
文
庫
論
叢
三
七
、
東
洋
文
庫
、
一
九
五
五
年
。

③　

池
内
宏
前
掲
「
鐵
利
考
」（
七
二
頁
）、
外
山
軍
治
「
東
丹
王
に
つ
い
て
」（『
立
命
館
文
學
』
二
六
五
、三
九
五
〜
四
一
〇
頁
、
一
九
六
七
年
）。
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④　

和
田
清
、
前
掲
「
定
安
國
に
就
い
て
」（
一
六
四
〜
一
六
五
頁
）。

⑤　

池
内
宏
「
高
麗
聖
宗
期
に
お
け
る
女
真
及
び
契
丹
と
の
関
係
」（『
満
鮮
史
研
究
（
中
世
第
二
冊
）』
座
右
宝
刊
行
会
一
二
一
頁
）。

⑥　

池
内
宏
、
前
掲
「
鐵
利
考
」（
一
〇
六
〜
一
〇
九
頁
）、
和
田
清
、
前
掲
「
定
安
國
に
就
い
て
」（
一
六
九
頁
）。

⑦　

間
島
は
豆
萬
江
北
岸
。
三
田
村
泰
助
「
金
の
景
祖
に
つ
い
て
」（『
東
方
学
』
五
四
、一
九
七
七
年
、
六
頁
）。

⑧　

和
田
清
、
前
掲
「
定
安
国
に
就
い
て
」（
一
八
五
頁
）。

⑨　

第
一
回
、
統
和
元
年
（
九
八
三
年
）
十
月
、
同
二
年
四
月
。
第
二
回
、
統
和
三
年
八
月
、
同
四
年
正
月
（
九
八
六
年
）。
池
内
宏
、
前
掲
「
鐵
利
考
」

一
〇
四
頁
。

⑩　

池
内
宏
、
前
掲
「
鐵
利
考
」（
九
〇
〜
一
〇
三
頁
）。
な
お
、
和
田
清
は
前
掲
「
定
安
國
に
つ
い
て
」（
一
八
四
頁
）
に
て
中
京
顕
徳
府
方
面
に
比
定
。
た

だ
し
「
兀
惹
考
」
で
は
ハ
バ
ロ
ス
ス
ク
と
比
定
。

⑪　

和
田
清
、
前
掲
「
定
安
國
に
就
い
て
」（
一
八
七
頁
）、
池
内
宏
「
鐵
利
考
」（『
満
鮮
史
研
究
』（
中
世
一
）
七
四
頁
）。

⑫　

鐵
利
の
居
地
を
池
内
宏
は
前
掲
「
鐵
利
考
」
に
て
阿
勒
楚
喀
河
の
阿
城
方
面
に
擬
定
し
兀
惹
衰
退
に
よ
り
上
京
龍
泉
府
に
遷
っ
た
と
す
る
の
に
対
し
、

和
田
清
は
「
渤
海
国
地
理
考
」（
同
書
一
〇
一
頁
）
に
て
、
鐵
利
は
最
初
か
ら
遼
末
ま
で
三
姓
地
方
（
斡
朶
里
）
に
本
地
を
置
い
て
い
た
と
説
く
。

⑬　

和
田
清
、
前
掲
「
定
安
國
に
就
い
て
」（
一
三
六
頁
）
は
蒲
盧
毛
朶
部
の
居
地
を
豆
満
江
支
流
海
蘭
水
畔
に
比
定
す
る
。

⑭　

池
内
宏
、
前
掲
「
鐵
利
考
」（
一
五
九
頁
）。

⑮　

池
内
宏
は
「
鐵
利
考
」（
九
二
頁
）
に
て
、
兀
惹
征
伐
の
路
順
を
考
定
し
た
。
次
の
通
り
で
あ
る
。

 

「
和
朔
奴
﹇
契
丹
将
﹈
等
は
黄
龍
府
の
方
面
よ
り
松
花
江
と
拉
林
河
と
を
渡
っ
て
順
路
そ
の
地
へ
至
り
こ
こ
に
て
糧
食
を
調
へ
、然
る
後
、兀
惹
城
に
向
ひ

し
な
る
べ
し
。
地
圖
を
按
ず
る
に
今
の
阿
勒
楚
喀
よ
り
豆
満
江
の
下
流
に
達
す
る
通
路
二
あ
り
。
五
常
廳
よ
り
拉
林
山
を
越
え
て
額
木
索
に
出
て
勒
福
成

河
を
南
に
遡
り
て
敦
化
を
得
、
こ
れ
よ
り
、
布
爾
哈
圖
河
に
沿
ひ
て
、
東
南
に
下
る
は
其
の
一
な
り
。
阿
勒
楚
喀
河
の
上
源
よ
り
海
蘭
河
に
沿
ひ
て
寧
古

塔
に
い
た
り
乃
ち
臈
哈
里
河
を
下
り
て
、
上
の
通
路
に
會
す
る
は
其
の
二
な
り
。
鐵
利
に
秣
ひ
て
兀
惹
城
に
進
み
、
東
南
高
麗
の
北
鄙
を
循
り
て
環
れ
る

和
朔
奴
等
の
進
軍
路
は
是
等
の
い
ず
れ
か
に
相
當
す
べ
き
も
の
な
る
…
…
」。

⑯　

古
松
崇
志
は
、「
契
丹
は
、
一
〇
二
〇
年
代
よ
り
来
流
河
（
拉
林
河
）
の
西
側
に
沿
っ
て
塹
壕
と
辺
堡
を
築
き
、
内
側
に
諸
部
族
の
集
団
を
配
し
て
守
り
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を
固
め
た
」
と
記
す
。「
金
國
（
女
真
）
の
興
亡
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
情
勢
」（『
金
・
女
真
の
歴
史
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
方
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
九
年
、

一
六
〜
一
七
頁
）。
こ
の
地
は
、
渤
海
と
契
丹
を
繋
ぐ
要
路
だ
っ
た
こ
と
は
、
池
内
宏
（
前
掲
論
文
「
鐵
利
考
」
一
六
六
頁
）、
和
田
清
（
前
掲
論
文
「
定

安
國
に
就
い
て
」
一
一
七
頁
）。

⑰　

三
田
村
泰
助
は
前
掲
「
金
の
景
祖
に
つ
い
て
」（
四
〜
五
頁
）
に
て
『
金
史
』
世
紀
、
穆
宗
の
條
に
あ
る
主
隈
と
禿
荅
を
汎
称
と
し
て
の
五
国
部
内
に

あ
っ
た
部
族
と
推
定
。

⑱　

三
田
村
泰
助
は
耶
懶
を
間
島
（
前
出
）
北
方
の
綏
芬
河
東
方
に
位
置
す
る
雅
蘭
河
、ま
た
土
骨
論
を
綏
芬
河
の
最
上
流
域
に
比
定
。
前
掲
論
文
（
六
頁
）。

⑲　

安
出
虎
水
完
顔
部
が
安
出
虎
水
す
な
わ
ち
阿
勒
楚
喀
河
域
に
移
っ
た
時
期
に
つ
い
て
三
田
村
泰
助
は
、
黒
水
靺
鞨
を
祖
と
す
る
生
女
真
の
完
顔
部
は
、

瑚
爾
哈
河
以
東
に
散
在
す
る
同
じ
氏
族
と
繋
が
り
を
持
ち
つ
つ
、
ま
ず
は
三
姓
地
方
で
地
盤
を
固
め
て
阿
勒
楚
喀
河
域
へ
進
出
し
は
じ
め
た
。
そ
の
時
点

は
西
暦
一
〇
七
二
年
を
下
ら
な
い
と
す
る
（
前
掲
論
文
十
四
頁
）。
と
こ
ろ
で
和
田
清
は
阿
勒
楚
喀
河
域
に
い
た
鐵
利
が
上
京
龍
泉
府
に
遷
っ
た
時
期
を

一
〇
〇
五
〜
一
〇
一
二
年
の
七
年
の
間
と
す
る
（
前
掲
「
定
安
國
に
つ
い
て
」
一
三
九
頁
）。
整
理
す
る
と
、契
丹
に
臣
従
し
た
鐵
利
が
、契
丹
と
旧
渤
海

国
諸
域
を
繋
ぐ
要
所
の
阿
勒
楚
喀
河
域
に
居
し
て
い
た
が
、
反
・
契
丹
姿
勢
を
採
っ
た
兀
惹
が
勢
い
を
失
っ
た
後
、
こ
れ
に
替
わ
っ
て
（
一
〇
〇
五
〜

一
〇
一
二
年
の
七
年
の
間
に
）
上
京
龍
泉
府
域
に
遷
り
、
そ
の
後
一
〇
七
二
年
を
下
ら
な
い
時
点
か
ら
安
出
虎
水
完
顔
部
が
阿
勒
楚
喀
河
域
に
て
勢
力
を

培
い
は
じ
め
た
と
纏
め
得
る
。

⑳　

以
後
『
金
室
完
顔
部
』
と
い
う
名
称
は
、
後
に
「
大
金
國
」
を
建
国
す
る
に
至
る
一
族
な
ら
び
に
、
そ
の
政
権
を
さ
し
て
使
う
。

㉑　

池
内
宏
、「
金
史
世
紀
の
研
究
」（『
満
鮮
研
究
（
中
世
第
一
冊
）』
岡
書
院
、
一
九
三
三
年
）、
三
九
九
〜
四
〇
三
、四
四
八
頁
、
及
び
「
金
の
建
国
以
前

に
於
け
る
完
顔
氏
の
君
長
の
称
号
に
就
い
て
」
同
上
（
四
六
一
〜
五
二
四
頁
）。

㉒　

三
田
村
泰
助
前
掲
論
文
な
ら
び
に
「
渤
海
・
金
の
建
国
と
敦
化
地
方
の
産
鉄
」（『
日
野
開
三
郎
東
洋
史
学
論
集
』
第
一
五
巻
三
一
書
房
一
九
九
一
年
、

三
六
七
頁
）
参
照
。

㉓　

三
姓
か
ら
松
花
江
上
流
の
、
安
出
虎
水
（
阿
勒
楚
喀
に
同
じ
）
に
拠
点
を
遷
し
つ
つ
、
次
第
に
そ
の
勢
力
を
培
っ
た
、
と
三
田
村
泰
助
は
論
じ
る
。
前

出
の
註
一
九
（
三
田
村
泰
助
に
よ
る
前
掲
論
文
の
要
点
紹
介
）
参
照
。

㉔　

池
内
宏
は
景
祖
期
に
つ
い
て
の
か
か
る
過
大
評
価
的
な
記
述
を
虚
構
と
し
た
が
、
三
田
村
泰
助
は
完
顔
部
が
瑚
爾
哈
河
以
東
に
散
在
し
互
い
に
氏
族
的
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繋
が
り
を
持
っ
て
い
た
事
実
を
反
映
す
る
と
説
き
、
ま
た
景
祖
の
時
に
服
属
し
た
と
さ
れ
る
地
域
に
は
、
北
は
五
國
部
か
ら
南
は
豆
満
江
内
外
の
地
が

あ
っ
た
と
す
る
。
三
田
村
泰
助
（
前
掲
論
文
七
、一
〇
頁
）

㉕　

三
田
村
泰
助
、
前
掲
論
文
（
一
二
頁
）。

㉖　

池
内
宏
は
前
掲
「
金
建
国
前
に
於
け
る
完
顔
氏
の
君
長
の
称
号
に
就
い
て
」
に
て
、
金
室
が
遼
よ
り
節
度
使
を
授
か
っ
た
の
は
穆
宗
期
で
景
祖
期
と
す

る
の
は
空
想
と
し
た
。
慎
重
を
期
す
べ
く
鍵
括
弧
で
括
っ
た
。

㉗　

三
田
村
泰
助
は
、
桓
赧
・
散
達
が
完
顔
部
邑
屯
村
に
居
し
た
と
は
言
え
、
完
顔
部
と
の
間
の
血
縁
関
係
は
疑
わ
し
い
と
す
る
（
前
掲
論
文
、
九
頁
）。

㉘　

こ
の
時
す
で
に
烏
春
没
し
、
別
将
の
窩
謀
罕
と
の
戦
い
だ
っ
た
。

㉙　

池
内
宏
、
前
掲
「
金
史
世
紀
の
研
究
」（
四
一
六
頁
）

㉚　

穆
宗
、
太
祖
、
歓
都
、
習
不
失
の
四
人
。

㉛　

池
内
宏
、
前
掲
「
金
史
世
紀
の
研
究
」（
三
六
二
頁
）

32　

一
一
〇
〇
年
、
池
内
宏
、
前
掲
「
金
史
世
紀
の
研
究
」（
四
一
三
頁
）。

33　

斜
寸
嶺
、
活
輪
、
蘇
素
海
甸
、
斜
堆
の
地
理
的
比
定
は
同
上
（
四
四
〇
頁
）

34　

同
上
（
四
三
九
頁
）。

35　

斡
勒
部
人
の
盃
乃
に
つ
い
て
、『
金
史
』
巻
六
十
七
烏
春
伝
に
「
斡
勒
部
人
盃
乃
、
事
景
祖
。
至
是
亦
有
他
志
、
徙
于
南
畢
墾

村
。
遂
以
縦
火
誣
歓

都
、
欲
因
此
除
去
之
。（
省
略
）
世
祖
獲
盃
乃
、
釋
其
罪
。
盃
乃
終
不
自
安
、
徙
居
吐
窟
村
。
與
烏
春
・
窩
謀
罕
結
約
。
烏
春
擧
兵
度
嶺
、
世
祖
駐
軍
屋
闢

村
以
待
之
。
進
至
蘇
素
海
甸
、
両
軍
皆
陣
将
戦
。（
省
略
）
烏
春
大
敗
、
復
獲
盃
乃
、
獻
于
遼
」
と
あ
る
ほ
か
、
歓
都
伝
、
世
紀
に
同
様
の
記
述
が
あ
る
。

36　

臘

と
麻
産
の
二
人
は
、
活
剌
渾
水
紇
石
烈
部
の
兄
弟
で
、
行
動
を
共
に
し
て
い
る
た
め
一
緒
に
考
察
す
る
。

37　

池
内
宏
、
前
掲
「
金
史
世
紀
の
研
究
」、（
四
一
一
頁
）

38　

小
川
裕
人
は
「
三
十
部
女
真
に
就
い
て
」（『
東
洋
学
報
』
第
二
四
巻
四
号
、一
九
三
七
年
）。
五
六
七
頁
）
で
「
布
爾
哈
圖
河
流
域
に
拠
っ
て
い
た
紇
石

烈
部
の
阿
疎
」
と
す
る
。

39　

穆
宗
が
か
か
る
諸
勢
力
を
統
一
し
た
後
、信
牌
制
が
確
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
『
金
史
』
巻
五
十
八
、百
官
志
四
の
「
國
初
與
空
名
宣
頭
。
付
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軍
帥
以
為
功
賞
。
逓
牌
則
國
初
之
信
牌
也
。」
よ
り
判
る
。

40　
『
満
洲
歴
史
地
理
』
第
貳
巻
（
一
六
七
頁
）。

41　

和
田
清
、
前
掲
「
定
安
国
に
つ
い
て
」（
一
三
九
頁
）。

42　

な
お
長
白
山
三
十
部
や
生
女
直
の
よ
う
に
、
任
官
に
よ
っ
て
官
属
紀
綱
が
整
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
点
、
烏
春
・
窩
謀
罕
と
と
も
に
金
室
完
顔

部
の
世
祖
と
戦
っ
た
桓
赧
・
散
達
兄
弟
の
父
で
あ
る
雅
達
が
「
国
相
」
だ
っ
た
こ
と
は
関
心
を
惹
く
。

43　

し
か
し
こ
こ
で
、
次
の
問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
。
窩
謀
罕
は
遼
の
調
停
を
受
け
な
が
ら
も
、
結
局
、
完
顔
部
に
よ
っ
て
平
定
さ
れ
、
そ
の
論
功
行
賞
の

場
に
、
遼
使
が
出
席
し
た
事
で
あ
る
。

 

こ
れ
を
考
え
る
に
、
一
つ
は
、
遼
が
「
少
な
く
と
も
鷹
路
」
平
定
の
軍
事
的
特
権
に
よ
り
金
室
の
勢
力
を
認
め
た
こ
と
は
、
鐵
驪
に
繋
が
る
勢
力
を
認
め

て
い
た
こ
と
と
矛
盾
す
る
こ
と
で
あ
り
、
両
勢
力
が
併
存
し
が
た
い
も
の
だ
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
烏
春
の
言
葉
に
、「
来
流
水
以
南
、
匹
古
敦

水
以
北
、皆
吾
土
也
」（『
金
史
』
烏
春
伝
）
と
あ
り
、烏
春
が
自
ら
の
土
と
称
す
る
地
方
が
、金
室
完
顔
部
に
よ
る
鷹
路
平
定
の
上
で
も
枢
要
な
地
方
だ
っ

た
か
否
か
の
問
題
が
絡
ん
で
浮
上
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
交
渉
路
の
結
節
点
を
押
さ
え
て
い
た
金
室
完
顔
部
に
よ
っ
て
、
遼
に
よ
る
旧
渤
海
域
の
羈
縻
が

牛
耳
ら
れ
翻
弄
さ
れ
た
可
能
性
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
結
語
に
お
い
て
言
及
し
た
穆
宗
に
よ
る
阿
疎
攻
め
の
事
例
が
参
考
に
な
る
。

44　
『
金
史
』
世
紀
に
は
、
八
年
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
金
史
詳
校
』
に
よ
っ
て
十
年
と
改
め
た
。

45　

た
だ
し
、
単
に
鉄
器
や
甲
冑
だ
け
で
な
く
兵
員
確
保
も
配
慮
し
た
側
面
の
あ
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
、
金
室
が
他
部
を
新
た
に
支
配

下
に
入
れ
た
と
き
、
そ
の
首
領
を
排
除
し
て
も
、
そ
の
部
民
は
慰
撫
し
残
そ
う
と
し
た
こ
と
か
ら
こ
れ
は
看
取
し
え
る
。
石
顕
伝
参
照
。

46　
『
金
史
』
世
紀
に
は
幹
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
金
史
詳
校
』
に
従
う
。

47　

池
内
宏
は
前
掲
「
金
の
建
国
以
前
に
於
け
る
完
顔
氏
の
君
長
の
称
号
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
こ
の
時
の
節
度
使
授
与
は
、
後
世
の
空
想
の
所
産
と
す

る
が
、
こ
の
よ
う
に
軍
事
権
の
起
源
が
こ
の
あ
た
り
に
求
め
ら
れ
得
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
空
想
の
所
産
で
は
無
く
、
史
実
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。

48　
『
金
史
』
巻
四
十
四
・
兵
志
で
は
「
謀
克
之
副
、
曰
蒲
里
衍
」
と
あ
る
。
偃
と
衍
は
同
音
。

49　

穆
宗
よ
り
以
前
は
諸
部
長
そ
れ
ぞ
れ
が
信
牌
を
刻
し
た
の
を
太
祖
の
献
議
に
よ
り
號
令
を
一
に
し
た
旨
を
記
す
。『
金
史
』
巻
五
十
八
、百
官
志
四
の
冒
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頭
部
分
参
照
。

50　
『
燕
北
録
』
は
契
丹
第
八
代
皇
帝
の
道
宗
、
清
寧
四
年
（
一
〇
五
八
）
の
様
相
を
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
七
世
と
は
、
遼
の
太
祖
、
太

宗
、
世
宗
、
穆
宗
、
景
宗
、
聖
宗
、
興
宗
の
七
代
と
思
わ
れ
る
。

51　

か
か
る
経
済
的
卓
越
性
は
、
甲
冑
の
購
入
に
よ
っ
て
、
軍
事
力
の
卓
越
性
に
転
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
甲
冑
は
入
手
し
難
く
、
か
つ
軍
事
力
に
お
い
て
多

大
な
意
味
を
持
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。

（
同
志
社
大
学
神
学
部
神
学
研
究
科 

元 

教
授
）




